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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　採取パターンに対応する配置において配列された穿孔を含み、かつドナー部位及び被移
植部位に位置決めされるように構成されたガイドプレートと；
　前記採取パターンと揃うように構成された複数のスカルペットを含むスカルペットアレ
イを含むデバイスであって、前記複数のスカルペットが、前記ドナー部位において皮膚ピ
クセルを切開し、かつ前記被移植部位において皮膚欠損を生成するように構成される、デ
バイスと；
　前記ドナー部位において前記切開された皮膚ピクセルを獲得するように構成される粘着
性基材と、
を含むシステム。
【請求項２】
　前記ガイドプレートが、前記ドナー部位及び前記被移植部位の少なくとも一方の皮膚表
面上に前記採取パターンをマークするために用いるために構成される、請求項１に記載の
システム。
【請求項３】
　前記スカルペットアレイが、前記デバイスに取り外し可能に連結される、請求項１に記
載のシステム。
【請求項４】
　前記スカルペットアレイが使い捨て可能である、請求項１に記載のシステム。
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【請求項５】
　前記スカルペットアレイの各スカルペットの形状が楕円形である、請求項１に記載のシ
ステム。
【請求項６】
　前記スカルペットアレイの各スカルペットの形状が円形である、請求項１に記載のシス
テム。
【請求項７】
　前記スカルペットアレイの各スカルペットの形状が半円形である、請求項１に記載のシ
ステム。
【請求項８】
　前記複数のスカルペットの各スカルペットが、テーパー状の表面を含む、請求項１に記
載のシステム。
【請求項９】
　前記複数のスカルペットの各スカルペットが、少なくとも１つの先鋭な表面を含む、請
求項１に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記スカルペットアレイが、穿孔力、衝突力、回転力、及び振動のうちの少なくとも１
つを使用して、前記切開された皮膚ピクセルを生成する、請求項１に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記スカルペットアレイの複数のスカルペットが貫通孔を含む、請求項１に記載のシス
テム。
【請求項１２】
　前記スカルペットアレイの各スカルペットの少なくとも１つの直径寸法は、およそ０．
５ミリメートルから４．０ミリメートルの範囲である、請求項１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記粘着性基材が柔軟な基材を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記粘着性基材が半多孔性膜を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記複数のスカルペットが、前記採取パターンに対応して配列される、請求項１に記載
のシステム。
【請求項１６】
　前記複数のスカルペットが、前記採取パターンと揃うように構成される、請求項１５に
記載のシステム。
【請求項１７】
　前記スカルペットアレイが、前記採取パターンに従って前記ドナー部位に直接適用され
、前記皮膚ピクセルが切開される、請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記粘着性基材が、前記被移植部位への前記切開された皮膚ピクセルの適用の間、前記
切開された皮膚ピクセルを前記採取パターンに維持するように構成される、請求項１７に
記載のシステム。
【請求項１９】
　前記スカルペットアレイが、前記採取パターンに従って前記被移植部位に直接適用され
、前記皮膚欠損が生成される、請求項１６に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記皮膚欠損が、前記採取パターンに従って生成される、請求項１９に記載のシステム
。
【請求項２１】
　前記粘着性基材が、前記スカルペットアレイの適用に続いて前記標的部位への適用のた
めに構成される、請求項１５に記載のシステム。
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【請求項２２】
　前記ガイドプレートが、前記ドナー部位及び前記被移植部位の一方の皮膚表面上に直接
位置決めされる、請求項２１に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記ドナー部位の前記切開された皮膚ピクセル及び前記被移植部位の前記皮膚欠損が、
前記配置で配列される、請求項２１に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記ドナー部位の前記切開された皮膚ピクセルが第一配置を含み、前記被移植部位の前
記皮膚欠損が第二配置を含み、前記第一配置と前記第二配置とが異なっている、請求項２
１に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記複数のスカルペットが、前記ガイドプレートの前記穿孔の少なくとも１つのセット
に揃うように構成される、請求項２１に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記スカルペットアレイが、前記ガイドプレートの穿孔の少なくとも１つのセットを通
って前記ドナー部位に直接適用され、前記皮膚ピクセルが切開される、請求項１６に記載
のシステム。
【請求項２７】
　前記粘着性基材が、前記被移植部位への移行、及び前記被移植部位への前記切開された
皮膚ピクセルの適用の間、前記切開された皮膚ピクセルの相対位置決めを前記採取パター
ンに対応する配置に維持するように構成される、請求項２６に記載のシステム。
【請求項２８】
　前記スカルペットアレイが、前記穿孔の少なくとも１つのセットを通って前記被移植部
位に直接適用され、前記皮膚欠損が生成される、請求項２１に記載のシステム。
【請求項２９】
　前記皮膚欠損が、前記配置に従って生成される、請求項２８に記載のシステム。
【請求項３０】
　前記ガイドプレートが、粘着性、剛性、半剛性、形状適合性、非形状適合性、及び非変
形性のうちの少なくとも１つである、請求項２１に記載のシステム。
【請求項３１】
　前記ガイドプレートが、金属材料、プラスチック材料、高分子材料、膜状材料のうちの
少なくとも１つを含む、請求項２１に記載のシステム。
【請求項３２】
　前記スカルペットアレイが、前記ドナー部位を含む下の皮膚表面に荷重を伝達するよう
に構成され、前記皮膚ピクセルが、前記荷重の適用によって周囲的に切開される、請求項
１に記載のシステム。
【請求項３３】
　切断部材を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項３４】
　前記切開された皮膚ピクセルが押し出され、前記押し出された皮膚ピクセルが、前記切
断部材によって横切される、請求項３３に記載のシステム。
【請求項３５】
　前記粘着性基材が前記ドナー部位から引き上げられ、前記切開された皮膚ピクセルの底
部が、前記切断部材によって横切される、請求項３４に記載のシステム。
【請求項３６】
　前記切断部材が、プレートフレームに連結される、請求項３３に記載のシステム。
【請求項３７】
　前記プレートフレームがガイドプレートに連結される、請求項３６に記載のシステム。
【請求項３８】
　前記粘着性基材が、ガイドプレート及び前記プレートフレームの少なくとも一方に連結
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される、請求項３６に記載のシステム。
【請求項３９】
　前記切開された皮膚ピクセルが、前記粘着性基材から前記被移植部位における前記皮膚
欠損に直接適用される、請求項１に記載のシステム。
【請求項４０】
　前記切開された皮膚ピクセルが、前記被移植部位における前記皮膚欠損に位置合わせさ
れる、請求項３９に記載のシステム。
【請求項４１】
　各切開された皮膚ピクセルが、前記被移植部位における対応する皮膚欠損中に挿入され
る、請求項４０に記載のシステム。
【請求項４２】
　前記皮膚ピクセルが切開された後に第一包帯が前記ドナー部位に適用され、前記第一包
帯が、前記ドナー部位をある方向に閉じる、請求項１に記載のシステム。
【請求項４３】
　前記被移植部位に前記切開された皮膚ピクセルを適用した後に前記被移植部位に第二包
帯が適用され、前記第二包帯が前記被移植部位において力を生じる、請求項１に記載のシ
ステム。
【請求項４４】
　前記切開された皮膚ピクセルが毛包を含む、請求項１に記載のシステム。
【請求項４５】
　前記皮膚欠損が、前記被移植部位に挿入された前記切開された皮膚ピクセルにおける新
生血管形成を誘発するように構成される、請求項１に記載のシステム。
【請求項４６】
　前記皮膚欠損が、前記被移植部位に挿入された前記切開された皮膚ピクセルおける創傷
治癒反応を誘発するように構成される、請求項１に記載のシステム。
【請求項４７】
　ある配置で配列された開口を含む採取パターンを生成するために用いるために構成され
たガイドプレートであって、前記ガイドプレートが標的部位及び被移植部位に位置決めさ
れるように構成される、ガイドプレートと；
　前記配置で配列された複数のスカルペットを含むスカルペットアレイを含むデバイスで
あって、前記複数のスカルペットが、前記インジケーターの少なくとも１つのセットに揃
うように構成され、前記複数のスカルペットが、標的部位において皮膚ピクセルを切開し
、かつ前記被移植部位において皮膚欠損を生成するように構成される、デバイスと；
　前記標的部位において前記切開された皮膚ピクセルを獲得し、前記被移植部位への前記
切開された皮膚ピクセルの適用の間、前記配置を維持するように構成される粘着性基材と
、
を含むシステム。
【請求項４８】
　ある配置で配列された開口を含む採取パターンを生成するために用いるために構成され
たガイドプレートであって、前記ガイドプレートが標的部位及び被移植部位に位置決めさ
れるように構成される、ガイドプレートと；
　前記配置で配列された複数のスカルペットを含むスカルペットアレイを含むデバイスで
あって、前記複数のスカルペットが、前記インジケーターの少なくとも１つのセットに揃
うように構成されて、標的部位において皮膚ピクセルを切開し、かつ前記被移植部位にお
いて皮膚欠損を生成するように構成される、デバイスと；
　前記切開された皮膚ピクセルを捕捉して被移植部位に移行するように構成される膜と；
を含むシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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（関連出願）
　本出願は、２０１３年１０月２日に出願された米国特許出願第６１／８８５，７３４号
の恩典を主張するものである。
【０００２】
　本出願は、２０１４年８月２９日に出願された米国特許出願第６２／０４４，０６０号
の恩典を主張するものである。
【０００３】
　本出願は、２０１４年８月２９日に出願された米国特許出願第６２／０４４，０７８号
の恩典を主張するものである。
【０００４】
　本出願は、２０１４年８月２９日に出願された米国特許出願第６２／０４４，０８９号
の恩典を主張するものである。
【０００５】
　本出願は、２０１４年８月２９日に出願された米国特許出願第６２／０４４，１０２号
の恩典を主張するものである。
【０００６】
　本出願は、２０１２年１２月６日に出願された米国特許出願第６１／７３４，３１３号
の恩典を主張する、２０１３年１２月６日に出願された米国特許出願第１４／０９９，３
８０号の一部継続出願である。
【０００７】
　本出願は、２００９年１２月１８日に出願された米国特許出願第６１／２８８，１４１
号の恩典を主張する、２０１０年１２月１７日に出願された米国特許出願第１２／９７２
，０１３号の一部継続出願である。
【０００８】
（技術分野）
　本明細書における実施形態は、医療システム、器具若しくはデバイス、及び方法に関し
、より具体的には、熱傷、皮膚欠損、及び植毛の外科的管理に適用される医療器具及び方
法に関する。
【背景技術】
【０００９】
（背景）
　老化過程は、垂れ下がった皮膚弛緩の進行によって最も可視的に表れる。この一生続く
過程は、早くも２０年代で現れる場合があり、その後何十年にもわたって徐々に悪化する
。皮膚における垂れ下がった伸張又は加齢に関連する弛緩は、一部、皮膚の引張強度を減
少させる進行性皮膚萎縮に起因することが、組織学的研究によって示されている。重力に
よる下方向の力と併せられた場合、加齢に関連する皮膚萎縮は、結果として皮膚エンベロ
ープの二次元的拡張を引き起こすであろう。この物理的－組織学的過程の臨床症状は、不
必要な皮膚弛緩である。最も影響される領域は、頭及び首、上腕、大腿、乳房、下腹部、
並びに膝領域である。全領域で最も可視的なのは、頭及び首である。この領域において、
目立つ「雄七面鳥」と呼ばれる首の弛緩と顔の下側の「顎の垂れ肉」は、これらの領域に
おける非審美的な皮膚の垂れ下がりに起因する。この審美的変形の頻度と社会的悪影響が
、「フェイスリフト」という外科的手法の開発を促進した。異なる領域における他の関連
する形成外科的手法は、腹壁形成術（Ａｂｄｏｍｉｎｏｐｌａｓｔｙ）（腹部）、乳房固
定術（Ｍａｓｔｏｐｅｘｙ）（乳房）、及び上腕形成術（Ｂｒａｃｈｉｏｐｌａｓｔｙ）
（上腕）である。
【００１０】
　これら外科的手法の本質的な有害特徴は、術後疼痛、瘢痕化、及び外科合併症のリスク
である。これら手法による審美的向上は、必要とされるかなりの外科的切開に対する許容
可能なトレードオフではあるが、広範な永久的瘢痕化は、常に、これらの手法における不
可避な部分である。この理由から、形成外科医は、生え際（フェイスリフト）、乳房下溝
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（乳房固定術）、鼠径部溝（腹壁形成術）などの解剖学的境界付近に広範な瘢痕化を隠す
ようにこれらの手法を設計する。しかしながら、これらの切開の多くは、皮膚弛緩の領域
から遠くに隠されているため、それらの有効性は限定的である。膝蓋骨上（上前方）の膝
など他の皮膚弛緩領域は、より可視的な手術瘢痕による不十分なトレードオフのために、
形成外科的切除には適していない。最近になって、逆温度勾配を作り出す電磁気医療機器
（すなわち、Ｔｈｅｒｍａｇｅ）により、手術をしないで皮膚を引き締めることが、様々
な成功例と共に試みられてきた。現在、これらの電磁気機器は、中程度の量の皮膚弛緩を
有する患者において最適に展開されている。電磁気機器の限界及び手術の潜在的副作用に
起因して、手術に関連する瘢痕化及び皮膚の電磁加熱の臨床的変動性を回避するために、
最小限に侵襲的な技術が必要とされている。
【００１１】
　皮膚エンベロープの審美的改変よりさらに重要なのは、熱傷及び他の外傷に関連する皮
膚欠損の外科的管理である。重度の熱傷は、熱傷した総体表面積と熱破壊の深さによって
分類される。第１度熱傷及び第２度熱傷は、一般的に、局所クリーム剤及び熱傷用被覆材
の適用を伴う非外科的方法において管理される。より深い第３度熱傷は、皮膚の全層の熱
破壊を伴う。これらの重傷の外科的管理は、焼痂のデブリードマン及び分層植皮片の適用
を伴う。免疫的制約のために、現在のところ、永久的分層皮膚移植は、同じ熱傷患者から
の自己植皮片の採取を必要とする。通常、熱傷患者のドナー部位は、熱傷していない領域
において選択され、その領域から部分層皮膚シートが採取される。この手法では、ドナー
部位において部分層皮膚欠損を生じることが避けられない。ドナー部位の再上皮化による
治癒は、多くの場合痛みを伴い、数日にわたって続く長引く場合もある。さらに、永久的
に周辺の皮膚よりも薄くて脱色した、可視的なドナー部位の変形が生じる。かなりの面積
にわたって熱傷を有する患者の場合、熱傷していない領域からの植皮片の広範な採取も、
制限される場合がある。したがって、このドナー部位の変形を排除し、かつ同じドナー部
位から植皮片を繰り返し採取する手段を提供する、システム、器具若しくはデバイス、及
び手法が必要とされている。
【００１２】
（参照による組み入れ）
　本明細書において言及されるそれぞれの特許、特許出願、及び／又は刊行物は、あたか
も個々の特許、特許出願、及び／又は刊行物のそれぞれが、具体的かつ個別的に、参照に
より本明細書に組み入れられることが示されている場合と同程度に、それらの全体が参照
により本明細書に組み入れられる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】ある実施形態における、標的部位に位置されたＰＡＤキットを示す。
【図２】ある実施形態における、スカルペットパンチ又はスカルペットアレイを含むデバ
イスの断面図。
【図３】ある実施態様における、スカルペットパンチ又はスカルペットアレイを含むデバ
イスの部分的断面図。
【図４】ある実施形態における、ＰＡＤキットに含まれる、裏当てを伴う粘着性膜（粘着
性基材）を示す。
【図５】ある実施形態における、ＰＡＤキットフレーム及びブレードアセンブリと共に使
用される場合の粘着性膜（粘着性基材）を示す。
【図６】ある実施形態における、皮膚ピクセルの除去を示す。
【図７】ある実施形態における、ＰＡＤキットを用いたブレード横切及び切開された皮膚
ピクセルの除去を示す側面図。
【図８】ある実施形態における、ＰＡＤキットを用いる手法の際のブレード／ピクセル相
互作用の等角図。
【図９】ある実施形態における、横切され獲得された、採取された皮膚ピクセル又はプラ
グと、横切前の横切されていない皮膚ピクセル又はプラグの両方を示す、ＰＡＤキットを
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用いる手法の際の別の構図（明瞭化のためにブレードは表示されていない）。
【図１０Ａ】ある実施形態における、投入プレート上に固定されたスカルペットを示すピ
クセルアレイの一部の側面図。
【図１０Ｂ】代替の実施形態における、投入プレート上に固定されたスカルペットを示す
ピクセルアレイの一部の側面図。
【図１０Ｃ】ある実施形態における、スカルペットプレートの上面図である。
【図１０Ｄ】ある実施形態における、スカルペットプレートの一部の拡大図。
【図１１Ａ】ある実施形態における、ロール式ピクセルドラムの一例を示す。
【図１１Ｂ】ある実施形態における、ハンドルに組み付けられたロール式ピクセルドラム
の一例を示す。
【図１１Ｃ】ある実施形態における、スカルペットプレートを伴う使用のためのドラムダ
ーマトームを示す。
【図１２Ａ】ある実施形態における、スカルペットプレートの上に位置決めされたドラム
ダーマトームを示す。
【図１２Ｂ】ある実施形態における、スカルペットプレートの上に位置決めされたドラム
ダーマトームの代替の構図。
【図１３Ａ】ある実施形態における、投入プレートの上においてロールさせる前のダーマ
トームのドラムに粘着性膜が適用される場合の、スカルペットプレートの上に適用される
ドラムダーマトーム（例えば、パジェットダーマトーム）の等角図。
【図１３Ｂ】ある実施形態における、スカルペットプレートに対するブレード位置を示す
、ドラムダーマトームの一部の側面図。
【図１３Ｃ】ある実施形態における、スカルペットプレートに対する異なるブレード位置
を示す、ドラムダーマトームの一部の側面図。
【図１３Ｄ】ある実施形態における、スカルペットプレートに対して別のブレード位置の
ドラムダーマトームの側面図。
【図１３Ｅ】ある実施形態における、ブレードクリップによる皮膚ピクセルの横切を示す
、横切ブレードクリップを伴うドラムダーマトームの側面図。
【図１３Ｆ】ある実施形態における、スカルペットプレートを伴うドラムダーマトームの
下面図。
【図１３Ｇ】ある実施形態における、スカルペットプレートを伴うドラムダーマトームの
正面図。
【図１３Ｈ】ある実施形態における、スカルペットプレートを伴うドラムダーマトームの
背面図。
【図１４Ａ】ある実施形態における、ピクセル・オンレイ・スリーブ（ＰＯＳ）を伴うダ
ーマトームの組立図。
【図１４Ｂ】ある実施形態における、ピクセル・オンレイ・スリーブ（ＰＯＳ）を伴うダ
ーマトームの分解立体図。
【図１４Ｃ】ある実施形態における、ピクセル・オンレイ・スリーブ（ＰＯＳ）を伴うダ
ーマトームの一部を示す。
【図１５Ａ】ある実施形態における、パジェットドラムダーマトーム上へとスライドされ
るスリップオンＰＡＤを示す。
【図１５Ｂ】ある実施形態における、パジェットドラムダーマトームの上に設置されたス
リップオンＰＡＤの組立図を示す。
【図１６Ａ】ある実施形態における、パジェットドラムダーマトームの上に設置され、有
孔テンプレート又はガイドプレートと共に使用されるスリップオンＰＡＤを示す。
【図１６Ｂ】ある実施形態における、パジェットドラムダーマトーム及び設置されたスリ
ップオンＰＡＤを用いた皮膚ピクセルの採取を示す。
【図１７Ａ】ある実施形態における、皮膚表面の標的部位に適用されるピクセルドラムダ
ーマトームの一例を示す。
【図１７Ｂ】ある実施形態における、皮膚表面の標的部位に適用されるピクセルドラムダ
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ーマトームの一部の代替の構図を示す。
【図１８Ａ】ある実施形態における、振動する平面なスカルペットアレイ及びブレードデ
バイスの上面図を示す。
【図１８Ｂ】ある実施形態における、振動する平面スカルペットアレイ及びブレードデバ
イスの下面図を示す。
【図１８Ｃ】ある実施形態における、スカルペットアレイ、ブレード、粘着性膜、及び粘
着性裏当てが一緒に組み立てられた場合の平面アレイの拡大図。
【図１８Ｄ】ある実施形態における、フィーダー要素を備えるスカルペットの平面アレイ
の拡大図。
【図１９】ある実施形態における、採取された皮膚ピクセル植皮片と同様のサイズに円柱
状に横切された、死体の真皮マトリックスを示す。
【図２０】ある実施形態における、ドラムアレイ薬物送達デバイス。
【図２１Ａ】ある実施形態における、針アレイ薬物送達デバイスの側面図。
【図２１Ｂ】ある実施形態における、針アレイ薬物送達デバイスの上部等角図。
【図２１Ｃ】ある実施形態における、針アレイ薬物送達デバイスの下部等角図。
【図２２】ある実施形態における、ドナー濾包の採取を示す。
【図２３】ある実施形態における、被移植部位の調製を示す。
【図２４】ある実施形態における、採取された毛髪プラグの、被移植部位への移植を示す
。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
（詳細な説明）
　皮膚移植及び皮膚切除手法、並びに植毛手法のための、ピクセルアレイ医療システム、
器具若しくはデバイス、及び方法について説明する。以下の説明では、本明細書における
実施形態についての十分な理解を提供し、その説明を可能にするために、多くの特定の詳
細について紹介する。しかしながら、これらの実施形態は、当該特定の詳細の１つ又は複
数がなくても、又は他の要素、システムなどを伴っていても、実施することが可能である
ことを、当業者は認識するであろう。他の場合において、開示される実施形態の態様が不
明瞭になることを避けるために、周知の構造又は作動については、図示されないか、又は
詳細には説明されない。
【００１５】
　以下の用語は、本明細書において使用され得る場合、以下の一般的な意味を有すること
が意図される。しかしながら、当該用語は、いずれの用語の意味も、当業者によって理解
又は適用される他の意味も含み得るので、本明細書において述べられる意味に限定される
わけではない。
【００１６】
　「第１度熱傷」は、本明細書において使用される場合、真皮から表皮の分裂のない浅薄
な熱傷を含む。第１度熱傷は、皮膚の紅斑（赤味）として可視化される。
【００１７】
　「第２度熱傷」は、本明細書において使用される場合、真皮から表皮の分裂があり、か
つ真皮の様々な層が変性する、比較的より深い熱傷を含む。ほとんどの第２度熱傷は、火
膨れを形成する。深い第２度熱傷は、通常は酸化又は感染によって、全層の第３度熱傷に
変わり得る。
【００１８】
　「第３度熱傷」は、本明細書において使用される場合、表皮及び真皮を含む皮膚の全層
熱破壊を生じる熱傷を含む。第３度熱傷は、より深い、下にある組織（皮下層及び筋層）
の熱破壊も生じ得る。
【００１９】
　「アブレーション」は、本明細書において使用される場合、組織の破壊による組織の除
去（例えば、レーザーによる、皮膚損傷の熱アブレーションなど）を含む。
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【００２０】
　「自己植皮片」は、本明細書において使用される場合、同じ患者から採取された植皮片
を含む。
【００２１】
　「裏当てされた粘着性膜」は、本明細書において使用される場合、横切された皮膚プラ
グを獲得する、弾性の粘着性膜を含む。ある実施形態における裏当てされた粘着性膜は、
採取の際に皮膚プラグの整列を維持するために、外側表面に裏当てされている。皮膚プラ
グの採取後、当該裏当ては、採取された皮膚プラグを有する粘着性膜から除去される。あ
る実施形態の当該膜は、被移植部位に位置されたときに排液を可能にするために多孔性で
ある。ある実施形態の当該膜は、弾性反跳特性を有しており、そのため、裏当てが除去さ
れたときに皮膚プラグの側部をお互いにより近くへと引き寄せることにより、シート状植
皮として被移植部位での治癒を促進する。
【００２２】
　「熱傷瘢痕収縮」は、本明細書において使用される場合、傷の治癒過程の間に生じる瘢
痕組織の引き締まりを含む。この過程は、処置されていない第３度熱傷により生じる可能
性が高い。
【００２３】
　「熱傷瘢痕拘縮」は、本明細書において使用される場合、関節の動きの範囲を制限する
瘢痕組織の帯、又は患者の外観を歪ませる瘢痕組織の帯（すなわち、顔の熱傷瘢痕拘縮）
を含む。
【００２４】
　「ダーマトーム」は、本明細書において使用される場合、「皮膚を切断する」又はシー
ト状の分層植皮を採取する器具を含む。ドラムダーマトームの例としては、パジェットダ
ーマトーム及びリースダーマトームが挙げられる。電動のダーマトームは、ジマーダーマ
トーム及びパジェットダーマトームの電動式の１つである。
【００２５】
　「真皮」は、本明細書において使用される場合、主要な構造支持体でありかつ主に非細
胞性コラーゲン線維を含む、皮膚の深層を含む。線維芽細胞は、コラーゲン蛋白線維を産
生する、真皮内にある細胞である。
【００２６】
　「ドナー部位」は、本明細書において使用される場合、皮膚植皮が採取される解剖学的
部位を含む。
【００２７】
　「表皮」は、本明細書において使用される場合、生物学的障壁として機能する生存表皮
細胞及び非生存角質層を含む、皮膚の外層を含む。
【００２８】
　「摘出（Ｅｘｃｉｓｅ）」は、本明細書において使用される場合、組織の外科的除去を
含む。
【００２９】
　「摘出皮膚欠損（Ｅｘｃｉｓｉｏｎａｌ　Ｓｋｉｎ　Ｄｅｆｅｃｔ）」は、皮膚（損傷
）の外科除去（摘出／切除（ｅｘｃｉｓｉｏｎ／ｒｅｓｅｃｔｉｏｎ））の結果として生
じる部分層の欠損、より典型的には全層の欠損、を含む。
【００３０】
　「ＦＴＳＧ」は、本明細書において使用される場合、皮膚の全ての層を採取する全層皮
膚植皮（Ｆｕｌｌ　Ｔｈｉｃｋｎｅｓｓ　Ｓｋｉｎ　Ｇｒａｆｔ）を含む。本明細書にお
いて説明されるような器具を除いて、当該ドナー部位は、外科的切開として閉じられる。
この理由により、ＦＴＳＧは、採取することができる表面積が制限される。
【００３１】
　「肉芽組織」は、本明細書において使用される場合、全層皮膚欠損での皮膚の欠如に応
答して成長する、高度に血管が発達した組織を含む。肉芽組織は、皮膚植皮被移植部位に



(10) JP 6815864 B2 2021.1.20

10

20

30

40

50

とって理想的な土台である。
【００３２】
　「一次癒合による治癒」は、正常な解剖学的構造が最小限の瘢痕組織形成によって再編
成される、傷の治癒過程を含む。形態学的に、当該瘢痕は、可視的である可能性が低い。
【００３３】
　「二次癒合による治癒」は、本明細書において使用される場合、治癒が、正常な解剖学
的構造のより少ない編成及び瘢痕コラーゲンの増加した沈着を伴って生じるような、あま
り組織化されない傷の治癒過程を含む。形態学的に、当該瘢痕は、可視的である可能性が
高い。
【００３４】
　「同種植皮片」は、本明細書において使用される場合、異なる人から採取されて患者の
被移植部位に一時的な生体被覆材として適用される植皮片を含む。ほとんどの同種植皮片
は、死体皮膚として採取される。同種植皮片の一時的な「生着」は、免疫抑制によって部
分的に達成することができるが、同種植皮片は、患者が生存した場合、最終的に自己植皮
片と交換される。
【００３５】
　「切開」は、本明細書において使用される場合、組織を除去しない、外科切開創の形成
を含む。
【００３６】
　「網状分層皮膚植皮片」は、本明細書において使用される場合、「メッシャー」と呼ば
れる器具により、採取された植皮片を繰り返し切開することによって、その表面積が拡大
された分層皮膚植皮片を含む。網状分層皮膚植皮片は、当該植皮片を通しての排液が可能
でありかつ被移植部位の外形の凸凹に対してより良く一致することから、シート状の植皮
片よりも「生着」の高い確率を有する。しかしながら、それは、結果として、被移植部位
における植皮片の見苦しい網状外観を生じる。
【００３７】
　「ＰＡＤ」は、本明細書において使用される場合、部分的な皮膚切除のための器具のク
ラスである、ピクセルアレイダーマトームを含む。
【００３８】
　「ＰＡＤキット」は、本明細書において使用される場合、有孔ガイドプレート、スカル
ペットスタンパー、ガイドプレートフレーム、裏当てされた粘着性膜、及び横切ブレード
を含む使い捨て可能な単回使用手法のキットを含む。
【００３９】
　「有孔ガイドプレート」は、本明細書において使用される場合、ガイドプレートの孔が
、ハンドルの付いたスタンパー又はスリップオンＰＡＤのスカルペットと位置合わせされ
る、植皮片採取領域全体を含む有孔プレートを含む。当該プレートはさらに、隣接する皮
膚の不注意な裂傷を防ぐためのガードとしても機能するであろう。ガイドプレートの穿孔
は、様々な幾何学的形状（例えば、これらに限定されるわけではないが、円形、長円形、
正方形、長方形、及び／又は三角形など）であってもよい。
【００４０】
　「ピクセル化された全層皮膚植皮片」は、本明細書において使用される場合、ドナー部
位での減少した視覚的に明確な瘢痕化なしで本明細書において説明されるような器具によ
って採取された全層皮膚植皮片を含む。当該植皮片はさらに、シート状ＦＴＳＧと同様に
被移植部位での向上した外観も有するであろうが、被移植部位に対してより良く一致し、
皮膚プラグ間の排液間隙により、「生着」のより高い確率を有するであろう。シート状Ｆ
ＴＳＧとの比較におけるピクセル化したＦＴＳＧの別の重要な利点は、別な方法ではＳＴ
ＳＧを必要とするであろうより大きい表面積を移植する能力である。この利点は、より少
ない視覚的な瘢痕化において複数のドナー部位から採取できる能力に起因する。
【００４１】
　「ピクセル化した植皮片の採取」は、本明細書において使用される場合、本明細書にお
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いて詳細に説明されるような器具によるドナー部位からの植皮片採取を含む。
【００４２】
　「ピクセル化された分層皮膚植皮片」は、本明細書において使用される場合、ＳＲＧ器
具で採取された部分層植皮片を含む。当該植皮片は、見苦しいドナー部位及び被移植部位
もなしで、網状植皮片の利点を共有する。
【００４３】
　「被移植部位」は、本明細書において使用される場合、植皮が適用される皮膚欠損部位
を含む。
【００４４】
　「切除する（Ｒｅｓｅｃｔ）」は、本明細書において使用される場合、摘出すること（
ｅｘｃｉｓｉｎｇ）を含む。
【００４５】
　「メス」は、本明細書において使用される場合、皮膚及び軟組織を切開する片刃ナイフ
を含む。
【００４６】
　「スカルペット」は、本明細書において使用される場合、皮膚のプラグを切開する小さ
い円形（又は他の幾何学的形状）のメスを説明する用語を含む。
【００４７】
　「スカルペットアレイ」は、本明細書において使用される場合、ベースプレート又はハ
ンドル付きスタンパーのどちらかに固定された複数のスカルペットの配列又はアレイを含
む。
【００４８】
　「スカルペットスタンパー」は、本明細書において使用される場合、有孔ガイドプレー
トを通して皮膚プラグを切開するＰＡＤキットのハンドル付きスカルペットアレイ器具要
素を含む。
【００４９】
　「瘢痕」は、本明細書において使用される場合、創傷後の無秩序なコラーゲンの組織学
的沈着及び視覚的に明確な形態学的変形を含む。
【００５０】
　「シート状全層皮膚植皮片」は、本明細書において使用される場合、連続するシートと
して被移植部位へのＦＴＳＧの適用に対する言及を含む。ＦＴＳＧの外観は、ＳＴＳＧの
外観より優れており、この理由から、ＦＴＳＧは、主に、顔などの視覚的に明白な領域で
の皮膚移植に使用される。
【００５１】
　「シート状分層皮膚植皮片」は、本明細書において使用される場合、連続するシートで
あってかつ典型的なドナー部位の変形を生じるような部分層植皮片を含む。
【００５２】
　　「皮膚欠損」は、本明細書において使用される場合、皮下脂肪層及び筋肉などのより
深い構造体をも含み得る、皮膚の全層の欠如を含む。皮膚欠損は、様々な原因、すなわち
、熱傷、外傷、悪性腫瘍の外科的摘出、及び先天性の変形の修正など、から生じ得る。
【００５３】
　「皮膚ピクセル」は、本明細書において使用される場合、皮膚プラグを含む。
【００５４】
　「皮膚プラグ」は、本明細書において使用される場合、スカルペットにより切開され、
横切ブレードにより横切され、並びに粘着性の裏当てを有する膜によって獲得された表皮
及び真皮の部分層又は全層を含む、円形（又は他の幾何学的形状）の皮膚片を含む。
【００５５】
　「ＳＴＳＧ」は、本明細書において使用される場合、表皮及び真皮の一部が植皮片と共
に採取される、部分層植皮片を含む。
【００５６】
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　「皮下脂肪層」は、本明細書において使用される場合、皮膚のすぐ下にあって、主とし
て脂質細胞と呼ばれる脂肪細胞で構成される層を含む。この層は、環境からの主要な絶縁
層として機能する。
【００５７】
　「横切ブレード」は、本明細書において使用される場合、有孔プレートのフレームに挿
入することができるか、又は本明細書において詳細に説明されるようなドラムダーマトー
ムの張り出しアームに取り付けることができる、水平に位置合わせされた片刃ブレードを
含む。横切ブレードは、切開された皮膚プラグの底部を横切する。
【００５８】
　「創傷治癒」は、本明細書において使用される場合、熱的、動的、又は外科的であるか
にかかわらず、あらゆるタイプの創傷から生じる絶対的な生物学的過程を含む。
【００５９】
　「異種植皮片」は、本明細書において使用される場合、異なる種から採取されて患者の
被移植部位に一時的な生体被覆材として適用される植皮片を含む。
【００６０】
　ピクセルアレイ医療システム、器具若しくはデバイス、及び使用方法の複数の実施形態
について、本明細書において詳細に説明する。本明細書において説明されるシステム、器
具若しくはデバイス、及び方法は、形成外科的手法などの様々な外科的手法において使用
されるデバイスを介して、可視的な瘢痕化なしで、緩い皮膚を収縮する皮膚移植及び皮膚
切除のための、さらには植毛のための、最小限に侵襲的な外科的アプローチを含む。いく
つかの実施形態において、当該装置は、単回使用の使い捨て可能な器具である。本明細書
の実施形態は、外科的に関連する瘢痕化及び皮膚の電磁加熱の臨床的変動性を回避し、皮
膚の大きな形成外科的切除に対する最小限に侵襲的な代替手段として皮膚の小さい複数の
ピクセル化した切除を実施する。本明細書の実施形態は、植毛において、並びに外科的瘢
痕の可視性のために形成外科に対して使用禁止であり得る身体の領域においても採用する
ことができる。さらに、このアプローチは、患者のドナー部位の瘢痕化を低下させつつ被
移植者の皮膚欠損部位上に、ドナーの組織部位からの皮膚の横切された切開創を採取する
ことにより、皮膚移植手術を実施することができる。
【００６１】
　加齢に伴う皮膚弛緩（非限定的な例として、首及び顔、腕、腋窩、大腿、膝、殿部、腹
部、ブラライン、乳房の下垂など）を有する多くの患者にとって、本明細書における、最
小限に侵襲的なピクセルアレイ医療デバイス及び方法は、不可避の瘢痕化を伴う形成外科
手術に代わって、余分な皮膚のピクセル化した横切／切除を実行する。概して、本明細書
において説明される手法は、最小限の周術期の不快感での局部麻酔下において診療室環境
で実行されるが、それらに限定されるわけではない。形成外科手術からの長引く治癒期間
と比較して、短い回復期間しか必要とせず、好ましくは予め特定された期間（例えば、５
日間、７日間など）において処置領域に対して被覆材を適用して支持用衣服を着用する。
当該手法は、最小限の痛みを伴うか又は痛みを伴わない。
【００６２】
　本明細書において説明される器具によって生じる、比較的小さい（例えば、およそ０．
５～４．０ｍｍの範囲）皮膚欠損は、粘着性のＦｌｅｘａｎ（登録商標）シートの適用よ
って閉じられる。大きい蝶包帯として機能する場合、Ｆｌｅｘａｎ（登録商標）シートは
、処置領域の審美的輪郭形成を最大化する方向（「ベクトル」）に引っ張ることができる
。審美的輪郭形成をさらに支援するために、被覆材の上に圧縮弾性の衣服が適用される。
初期の治癒段階の完了後、処置領域内の多数の小さい線状瘢痕は、同じ領域でのより大き
い形成外科的切開創と比べて、軽減された可視性を有するであろう。創傷治癒反応の遅延
により、さらなる皮膚の引き締まりが数ヶ月にわたって生じる可能性がある。本明細書に
おいて説明される実施形態の他の潜在的応用は、植毛、並びに脱毛症、いびき／睡眠時無
呼吸、整形外科／物療医学、膣収縮、女性の尿失禁、及び消化管括約筋の収縮の処置を含
む。
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【００６３】
　著しい熱傷は、熱傷された総体表面及び熱破壊の深さによって分類され、これらの熱傷
を管理するために使用される方法は、当該分類に大きく依存する。第１度熱傷及び第２度
熱傷は、通常、局所クリーム及び熱傷用被覆材の適用による非外科的方法において管理さ
れる。より深い第３度熱傷は、皮膚の全層熱破壊を伴い、全層皮膚欠損を生じる。この重
傷の外科的管理は、通常、焼痂のデブリードマン及び分層植皮片の適用を伴う。
【００６４】
　より最も頻繁には熱傷、外傷、又は皮膚の悪性腫瘍の切除から生じる全層皮膚欠損は、
従来の市販の器具を用いて皮弁の移転又は植皮片により閉じることができる。両方の外科
的アプローチは、ドナー部位からの採取を必要とする。皮弁の使用は、茎血液供給を含む
必要性、並びに多くの場合にドナー部位を直接閉じる必要性によってさらに制限される。
【００６５】
　分層植皮術は、免疫的制約のために、同じ患者から自己植皮片を採取することを必要と
する。通常、熱傷患者のドナー部位は、熱傷されていない領域から選択され、その領域か
ら皮膚の部分層シートが採取される。この手法では、ドナー部位での部分層皮膚欠損が生
じることは不可避である。このドナー部位の欠損自体は、深い第２度熱傷と同様である。
この部位の再上皮化による治癒は、多くの場合、疼痛を伴い、数日にわたって長引く場合
もある。その上、通常、周囲の皮膚よりも永久的に薄くより脱色した、可視的なドナー部
位の変形が生じる。かなりの面積の熱傷を有する患者の場合、熱傷されていない領域の可
用性により、植皮片の広範な採取も制限され得る。
【００６６】
　皮膚欠損を閉じるための従来の外科的アプローチ（皮弁移転及び皮膚移植）の両方は、
被移植部位だけでなく、植皮片が採取されるドナー部位においても、皮膚欠損の著しい瘢
痕化を生じる。従来の手順とは対照的に、本明細書において説明される実施形態は、この
ドナー部位の変形を排除し、かつシート状又はピクセル化されたドナー部位のどちらかを
含む任意の既存のドナー部位から植皮片を再採取する方法を提供する、ピクセルアレイ術
（ｐｉｘｅｌ　ａｒｒａｙ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）とも呼ばれる、ピクセル植皮術（Ｐｉ
ｘｅｌ　Ｓｋｉｎ　Ｇｒａｆｔｉｎｇ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）を含む。既存のドナー部位
から植皮片を再採取するこの能力は、ドナー部位に対する皮膚の表面積要件を軽減し、熱
傷されていないドナー皮膚の表面積が制限される重度に熱傷している患者においてさらな
る植皮能力を提供する。
【００６７】
　ある実施形態のピクセル植皮術は、全層植皮として使用される。顔の皮膚移植、手の手
術、及び先天性奇形の修復など多くの臨床的応用が、全層植皮片によって最も良好に実施
される。全層植皮の触感、着色、及び総合的形態は、分層植皮片よりも、欠損に隣接する
皮膚に酷似する。この理由から、可視的に明確な領域での全層皮膚移植片は、分層植皮片
よりも外観において優れている。従来の手法における全層植皮片の主な欠点は、全層ドナ
ー部位欠損の外科的縫合により生じる広範な線状瘢痕であり、この瘢痕化は、全層植皮術
のサイズ及び有用性を制限する。
【００６８】
　対照的に、本明細書において説明されるピクセル植皮術の全層皮膚移植は、ドナー部位
の線状瘢痕が排除されるため、サイズ及び有用性による制限が少ない。したがって、通常
は分層植皮片で覆われる多くの皮膚欠損は、分層植皮片の代わりに、ピクセル化した全層
植皮片を使用して処置されるであろう。
【００６９】
　ピクセル植皮術は、ドナー部位の最小限の可視的瘢痕化において分層植皮片及び全層植
皮片を採取する能力を提供する。当該手法の際、選択されたドナー部位から植皮片を採取
するために、ピクセルアレイダーマトーム（ＰＡＤ）が使用される。採取手順の際、当該
ピクセル化された植皮片は粘着性膜上に被着される。ある実施形態の粘着性膜は、柔軟で
半多孔性の粘着性膜を含むが、当該実施形態は、それらに限定されるわけではない。次い
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で、採取された植皮片／膜複合物は、被移植皮膚欠損部位に直接適用される。部分的に切
除された当該ドナー部位は、大きな蝶包帯として一週間機能する粘着性Ｆｌｅｘａｎ（登
録商標）シートの適用によって閉じられる。比較的小さい（例えば１．５ｍｍ）円形の皮
内皮膚欠損は、正常な表皮・真皮構造が再編成される一次治癒過程を促進するために、瘢
痕化を最小限に抑える解剖学的方法において閉じられる。さらに、手術のおよそ１週間後
には、粘着性膜は、植皮片の角質層と共に落屑し（脱落し（ｓｈｅｄ））、当該膜は、被
移植床からの植皮片の分裂なしで除去することができる。したがって、ドナー部位の治癒
が、最小限の不快感及び瘢痕化において急速に生じる。
【００７０】
　ピクセル植皮術を用いた場合、被移植欠損部位の植皮片はピクセル化されるため、それ
らは、皮膚ピクセル要素間での排液のための隙間を提供し、これが、シート状植皮片と比
べて「生着」の割合を向上させる。手術後の最初の１週間（およそ）の間に、当該植皮片
は、皮膚欠損の被移植床から新しい植皮片中へと新しい血管が成長する新生血管形成の過
程によって、被移植部位に「生着」するであろう。当該半多孔性膜は、被覆材中へと漏出
液（体液）を導くであろう。その上、柔軟な当該膜は、植皮片／膜複合物内の皮膚ピクセ
ル要素の並置を促進して植皮ピクセルの一次隣接治癒を促進する弾性反跳特性を有するよ
うに設計され、植皮片のピクセル化された外観を均一なシート状形態に転化させる。さら
に、当該膜は、表皮と表皮が揃い、真皮と真皮が揃うように、ミクロ構造要素の皮膚ピク
セルを位置合わせして、瘢痕化を軽減する一次治癒過程を促進する。その上、ピクセル化
された植皮片は、不規則な被移植部位に対してより容易に一致する。
【００７１】
　本明細書において説明される実施形態は、本明細書においてピクセル術（Ｐｉｘｅｌ　
Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）とも呼ばれるピクセル皮膚切除術（Ｐｉｘｅｌ　Ｓｋｉｎ　Ｒｅｓ
ｅｃｔｉｏｎ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）も含む。加齢に伴う皮膚弛緩（首及び顔、腕、腋窩
、大腿、膝、殿部、腹部、ブラライン、乳房下垂など）を有する多くの患者にとって、余
分な皮膚の部分的切除は、不可避な瘢痕化を伴う形成外科手術のかなりの部分を置き換え
ることができるであろう。一般的に、ピクセル術は、局所麻酔下において、診療室環境で
実施されるであろう。手術後の回復期間は、日数の予め特定された数（例えば、５、７な
ど）において（例えば、５日間、７日間など）、処置領域上に支持衣服を着用することを
含む。当該手法では、疼痛が比較的少ないか又は全くないことが期待される。小さい（例
えば、１．５ｍｍ）円形皮膚欠損は、粘着性のＦｌｅｘａｎ（登録商標）シートの適用に
より閉じられるであろう。大きい蝶包帯として機能する場合、Ｆｌｅｘａｎ（登録商標）
シートは、処置領域の審美的輪郭形成を最大化する方向（「ベクトル」）に引っ張られる
。審美的輪郭形成をさらに支援するために、被覆材の上に圧縮弾性の衣服が適用される。
初期の治癒段階の完了後、処置領域内の多数の小さい線状瘢痕は、可視的に明確ではない
であろう。その上、その後、創傷治癒反応の遅延により、数ヶ月にわたってさらなる皮膚
の引き締まりが生じるであろう。結果的に、ピクセル術は、形成外科手術の広範な瘢痕化
に対する、最小限に侵襲的な代替手段である。
【００７２】
　ある実施形態のピクセルアレイ医療デバイスは、ＰＡＤキットを含む。図１は、ある実
施形態における、標的部位に位置されたＰＡＤキットを示している。当該ＰＡＤキットは
、平面な有孔ガイドプレート（ガイドプレート）、スカルペットパンチ又はスカルペット
アレイを含むデバイス（図１～３）、裏当てされた粘着性膜又は粘着性基材（図４）、並
びに皮膚ピクセル横切ブレード（図５）を含んでいるが、これらに限定されるわけではな
い。ある実施形態のスカルペットパンチは、ハンドヘルドデバイスであるが、これらに限
定されるわけではない。ガイドプレートは、本明細書において詳細に説明されるように、
代替の実施形態において随意である。
【００７３】
　図２は、ある実施形態における、スカルペットアレイを含むＰＡＤキットのスカルペッ
トパンチの断面図である。当該スカルペットアレイは、１つ又は複数のスカルペットを含
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む。図３は、ある実施形態における、スカルペットアレイを含むＰＡＤキットのスカルペ
ットパンチの部分的断面図である。当該部分的断面図は、スカルペットアレイのスカルペ
ットの全長が、有孔ガイドプレートの厚さ及び皮膚内への切開の深さによって決定される
ことを示しているが、当該実施形態はこれに限定されるわけではない。
【００７４】
　図４は、ある実施形態における、ＰＡＤキットに含まれる、裏当てを伴う粘着性膜（粘
着性基材）を示している。当該粘着性膜の下面は、標的部位において、切開された皮膚に
適用される。
【００７５】
　図５は、ある実施形態における、ＰＡＤキットフレーム及びブレードアセンブリと共に
使用される場合の粘着性膜（粘着性基材）を示している。当該粘着性膜の上面は、フレー
ムの中において粘着性面が下向きになるように向けられ、次いで、押し出された皮膚ピク
セル（本明細書においてプラグ又は皮膚プラグとも呼ばれる）を獲得するために、有孔プ
レートに押し付けられる。
【００７６】
　図１を参照すると、ＰＡＤキットを用いた手法の際に、有孔ガイドプレートが、皮膚切
除／ドナー部位に適用されている。スカルペットパンチは、皮膚ピクセルを切開するため
に、有孔ガイドプレートにおける少なくとも１つのセットの穿孔を通して適用される。パ
ンチのスカルペットアレイがガイドプレートの穿孔の総数より少ない数のスカルペットを
含む場合、スカルペットパンチは、穿孔のいくつかのセットに対して複数回適用される。
スカルペットパンチの一回又は複数回の適用に続いて、切開された皮膚ピクセル又はプラ
グが、粘着性基材上に獲得される。次いで、押し出された皮膚ピクセル又はプラグを粘着
剤が獲得するような方法において、当該粘着性基材が適用される。一例として、ある実施
形態の粘着性基材の上面は、粘着性面がフレーム中で下向きになるように向けられ（フレ
ームが使用される場合）、次いで、押し出された皮膚ピクセル又はプラグを獲得するため
に、有孔プレートの上に押し付けられる。膜が引き上げられると、獲得された皮膚ピクセ
ルは、横切ブレードによって底部において横切される。
【００７７】
　図６は、ある実施形態における、皮膚ピクセルの除去を示している。当該粘着性基材は
、標的部位から引き上げられ戻され、この行為は、切開された皮膚ピクセル又はプラグを
持ち上げるか又は引っ張る。粘着性基材が引き上げられると、横切ブレードを使用して、
切開された皮膚ピクセルの底部が横切される。図７は、ある実施形態における、ＰＡＤキ
ットによる、切開された皮膚ピクセルのブレード横切及び除去を示す側面図である。ピク
セルの採取は、皮膚ピクセル又はプラグの底部を横切することにより完了する。図８は、
ある実施形態における、ＰＡＤキットを用いる手法の際のブレード／ピクセル相互作用の
等角図である。図９は、ある実施形態における、横切され獲得された、採取された皮膚ピ
クセル又はプラグと、横切前の横切されていない皮膚ピクセル又はプラグの両方を示す、
ＰＡＤキットを用いる手法の際の別の構図（明瞭化のためにブレードは表示されていない
）である。ドナー部位において、ピクセル化された皮膚切除部位が、Ｆｌｅｘａｎ（登録
商標）シートの適用により閉じられる。
【００７８】
　ガイドプレート及びスカルペットデバイスも、被移植部位において皮膚欠損を生成する
ために使用される。当該皮膚欠損は、ドナー部位において採取又は獲得された皮膚ピクセ
ルを受け入れるように構成される。被移植部位において使用されるガイドプレートは、ド
ナー部位において使用される同じガイドプレートであってもよく、又は異なるパターン又
は配置の穿孔を有する異なるガイドプレートであってもよい。
【００７９】
　横切の際に粘着性基材上に被着される皮膚ピクセル又はプラグは、次に、皮膚欠損部位
（被移植部位）に移され得て、ピクセル化された植皮として被移植皮膚欠損部位に適用さ
れる。当該粘着性基材は、植皮片内での皮膚ピクセル又はプラグのより近い整列を可能に
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する弾性反跳特性を有する。切開された皮膚ピクセルは、被移植部位において粘着性基材
から皮膚欠損へと直接適用することができる。被移植部位での切開された皮膚ピクセルの
適用は、切開された皮膚ピクセルと皮膚欠損とを位置合わせする工程、及び切開された皮
膚ピクセルを被移植部位での対応する皮膚欠損中に挿入する工程を含む。
【００８０】
　ある実施形態のピクセルアレイ医療デバイスは、ピクセルアレイダーマトーム（ＰＡＤ
）を含む。当該ＰＡＤは、基材（例えば、投入プレート）上に固定された比較的小さい円
形のスカルペットの平面アレイを含み、当該基材と組み合わされた当該スカルペットは、
本明細書において、スカルペットアレイ、ピクセルアレイ、又はスカルペットプレートと
呼ばれる。図１０Ａは、ある実施形態における、投入プレート上に固定されたスカルペッ
トを示すピクセルアレイの一部の側面図である。図１０Ｂは、代替の実施形態における、
投入プレート上に固定されたスカルペットを示すピクセルアレイの一部の側面図である。
図１０Ｃは、ある実施形態における、スカルペットプレートの上面図である。図１０Ｄは
、ある実施形態における、スカルペットプレートの一部の拡大図である。当該スカルペッ
トプレートは、皮膚表面に直接適用される。当該スカルペットアレイにおける１つ又は複
数のスカルペットは、先鋭な表面、針、及び複数の先端を含む針、のうちの１つ又は複数
を含む。
【００８１】
　ピクセルアレイ医療デバイス及び方法の実施形態は、ガイドプレートの代わりに採取パ
ターンの使用を含む。当該採取パターンは、ドナー部位及び被移植部位の少なくとも一方
の皮膚表面上のインジケーター又はマーカーを含むが、これらに限定されるわけではない
。当該マーカーは、皮膚の領域にマークを付けるために皮膚に直接適用され得る何らかの
化合物を含む。当該採取パターンは、ドナー部位に位置決めされ、当該デバイスのスカル
ペットアレイが、ドナー部位の採取パターンと位置合わせされるか又はそれに従って位置
合わせされる。当該皮膚ピクセルは、本明細書において説明されるようなスカルペットア
レイによって、ドナー部位において切開される。被移植部位は、当該被移植部位に採取パ
ターンを位置決めすることによって調製される。被移植部位において使用される採取パタ
ーンは、ドナー部位において使用される採取パターンと同じであってもよく、又はマーカ
ーのパターン若しくは配置が異なることにおいて異なっていてもよい。皮膚欠損が生成さ
れ、並びに切開された皮膚ピクセルが、本明細書において説明されるように、被移植部位
に適用される。或いはまた、ある実施形態のガイドプレートが、採取パターンの適用の際
に使用されるが、当該実施形態はそれらに限定されるわけではない。
【００８２】
　既成の外科用器具を活用するために、ある実施形態のアレイは、例えば、パジェットダ
ーマトーム又はリースダーマトームなどのドラムダーマトームと併せて、又はそれに対す
る改良として用いられるが、これらに限定されるわけではない。本明細書において言及さ
れるパジェットドラムダーマトームは、元は１９３０年代にアール・パジェット博士（Ｄ
ｒ．Ｅａｒｌ　Ｐａｄｇｅｔｔ）によって開発されたものであり、今も世界中の形成外科
医によって皮膚移植のために広く使用され続けている。その後、採取された植皮片の厚さ
をより良く調整するために、パジェットダーマトームのリース改良版が開発された。ある
実施形態のドラムダーマトームは、（手順ごとに）単回使用の使い捨て可能であるが、こ
れらに限定されるわけではない。
【００８３】
　概して、図１１Ａは、ある実施形態における、ロール式ピクセルドラム１００の一例を
示している。図１１Ｂは、ある実施形態における、ハンドル上に組み付けられたロール式
ピクセルドラム１００の一例を示している。より具体的には、図１１Ｃは、ある実施形態
における、スカルペットプレートと一緒に使用するためのドラムダーマトームを表してい
る。
【００８４】
　概して、本明細書において説明される全てのピクセルデバイスと同様に、ピクセルドラ
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ム１００の幾何学的形状は、これらに限定されるわけではないが、例えば、円形、半円形
、楕円形、正方形、平面、又は長方形など、様々な形状であり得る。いくつかの実施形態
において、ピクセルドラム１００は、アクセル／ハンドルアセンブリ１０２によって支持
されており、例えば電動モーターなどによって駆動されるドラム回転要素１０４の周りを
回転する。いくつかの実施形態において、ピクセルドラム１００は、使用されていない時
はスタンド（図示されていない）に位置することができ、この場合、当該スタンドは、ド
ラムにおける駆動される回転要素又はシリンジプランジャーにおける駆動される要素のた
めのバッテリー再充電器としても機能し得る。いくつかの実施形態において、ピクセルド
ラム１００の皮膚表面に真空（図示されていない）を適用することができ、ピクセルドラ
ム１００の追跡及び安定化のために、張り出し部（図示されていない）を配設することが
できる。
【００８５】
　いくつかの実施形態において、ピクセルドラム１００は、本明細書において皮膚プラグ
と呼ばれる小さい（例えば０．５～１．５ｍｍ）複数の円形切開創を作製するために、ド
ラム１００の表面にスカルペットアレイ１０６が組み込まれる。いくつかの実施形態にお
いて、スカルペットの境界の幾何学的形状は、皮膚プラグを作製しつつ、ピン緩衝（「ト
ラップドア」）を減じるように設計され得る。各皮膚プラグの周辺は、円形の皮膚プラグ
の代わりに、スカルペットによって、非限定的な例として、半円形、楕円形、又は正方形
の皮膚プラグへと延長することもできる。いくつかの実施形態において、スカルペット１
０６の長さは、皮膚移植目的のために外科医によって選択される皮膚領域の厚さ、すなわ
ち、部分層又は全層、に応じて変わり得る。
【００８６】
　皮膚表面にドラム１００が適用されると、ドラム１００の内部に位置されたブレード１
０８が、スカルペットアレイによって作製される各皮膚プラグの底部を横切し、この場合
、当該内部ブレード１０８は中心ドラムアクセル／ハンドルアセンブリ１０２に接続され
ており、及び／又は中心アクセルアセンブリ１０２に取り付けられた張り出し部に接続さ
れる。いくつかの代替の実施形態において、内部ブレード１０８は、皮膚の切開創の底部
が横切されるドラムアクセルアセンブリ１０２に接続されない。いくつかの実施形態にお
いて、ピクセルドラム１００の内部ブレード１０８は、手動又は電動モーターによる駆動
のどちらかによって振動し得る。ドラム上の円形のスカルペットの密度に応じ、余分な皮
膚弛緩の領域内において、皮膚の様々な割合（例えば、２０％、３０％、４０％など）を
横切することができる。
【００８７】
　いくつかの実施形態において、ピクセルドナーの組織から、ピクセルドラム１００の内
側に内張りされた粘着性膜１１０上へと、横切／ピクセル化された皮膚切開創／プラグ（
ピクセル植皮片）を採取し位置合わせすることによって皮膚移植手術を実行するために、
追加のピクセルドラム採取器１１２がドラム１００の内部に位置される。スカルペットア
レイ１０６と粘着性膜１１０の間に、内部ブレード１０８のための狭い空間が作られる。
【００８８】
　ある実施形態において、ブレード１０８は、ドラム１００及びスカルペットアレイ１０
６の外部に位置され、そこで、切開された円形の皮膚プラグの底部が横切される。別の実
施形態において、皮膚の切開創の底部を横切する場合、外部ブレード１０８は、ドラムア
クセルアセンブリ１０２に接続される。代替の実施形態において、皮膚の切開創の底部を
横切する場合、外部ブレード１０８は、ドラムアクセルアセンブリ１０２に接続されない
。粘着性膜１１０は、横切された皮膚の切片を抜き出して整列させ、これらはその後、患
者の皮膚欠損部位の上に位置される。（内部又は外部のどちらかの）ブレード１０８は、
スカルペットアレイ１０６に位置合わせされたブレードの有窓層であってもよいが、これ
に限定されない。
【００８９】
　ある実施形態における形状適合性の粘着性膜１１０は、位置合わせされ横切された皮膚
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切片を有する当該膜がドラムから抜き出されて植皮片として適用される場合、被移植皮膚
欠損での排液を可能にするために、半多孔性であり得る。当該粘着性の半多孔性ドラム膜
１１０は、被移植者の皮膚欠損部位上に移植するために横切／ピクセル化された皮膚プラ
グを近寄せるための弾性反跳特性も有し得、すなわち、ピクセル化された植皮片を有する
粘着性膜がドラム１００から抜き出された後に、より均一なシートとして各皮膚プラグの
縁がより近くへと寄せられ得る。或いは、当該粘着性の半多孔性ドラム膜１１０は、被移
植者の皮膚欠損部位の大きな表面積を覆うために、拡張可能であり得る。いくつかの実施
形態において、粘着性膜１１０とドラム採取器１１２との間に、粘着性の裏当て１１１の
シートを適用することができる。スカルペットのドラムアレイ１０６、ブレード１０８、
及び粘着性膜１１０は、本明細書において詳細に説明されるように、既存のドラム１００
の上にスリーブとして一緒に組み立てることができる。
【００９０】
　ある実施形態のピクセルドラム１１０の内部ドラム採取器１１２は使い捨て可能であり
、取り替え可能である。使い捨て可能な要素の使用の制限及び／又は制御は、これらに限
定されるわけではないが、電子的、ＥＰＲＯＭ、機械的、耐久性手段、を含む手段によっ
て達成することができる。当該使い捨て可能なドラムのドラム回転数の電子的及び／又は
機械的記録及び／又は制限、並びに当該使い捨て可能なドラムの使用時間は、電子的又は
機械的のいずれかにおいて、記録、制御、及び／又は制限することができる。
【００９１】
ドラムダーマトームを用いる手法の採取工程の際、ＰＡＤスカルペットアレイが、皮膚表
面に直接適用される。皮膚ピクセルを周囲的に切開するために、ドラムダーマトームが、
下にある皮膚表面に荷重を適用するようにスカルペットアレイの上に位置決めされる。荷
重を継続して適用することにより、当該切開された皮膚ピクセルは、スカルペットアレイ
の孔を通って押し出され、ドラムダーマトーム上の粘着性膜上に獲得される。（スカルペ
ットアレイの上に位置決めされた）ダーマトームの切断用張り出しブレードが、押し出さ
れた皮膚ピクセルの底部を横切する。次いで、当該膜及びピクセル化された皮膚複合物は
、植皮片として被移植皮膚欠損に直接適用するために、ダーマトームドラムから除去され
る。
【００９２】
　図１１Ｃを参照すると、ある実施形態は、本明細書において説明されるように、スカル
ペットプレートと共に使用するためにドラムダーマトームを含む。とりわけ、図１２Ａは
、ある実施形態における、スカルペットプレートの上に位置決めされたドラムダーマトー
ムを示している。図１２Ｂは、ある実施形態における、スカルペットプレートの上に位置
決めされたドラムダーマトームの代替の構図である。ドラムダーマトームの切断用張り出
しブレードは、スカルペットアレイの上部に位置決めされ、そこで、押し出された皮膚プ
ラグがそれらの底部において横切されるであろう。
【００９３】
　図１３Ａは、ある実施形態における、投入プレートの上においてロールさせる前のダー
マトームのドラムに粘着性膜が適用される場合の、スカルペットプレートの上に適用され
るドラムダーマトーム（例えば、パジェットダーマトーム）の等角図である。図１３Ｂは
、ある実施形態における、スカルペットプレートに対するブレード位置を示す、ドラムダ
ーマトームの一部の側面図である。図１３Ｃは、ある実施形態における、スカルペットプ
レートに対する異なるブレード位置を示す、ドラムダーマトームの一部の側面図である。
図１３Ｄは、ある実施形態における、スカルペットプレートに対して別のブレード位置の
ドラムダーマトームの側面図である。図１３Ｅは、ある実施形態における、ブレードクリ
ップによる皮膚ピクセルの横切を示す、横切ブレードクリップを伴うドラムダーマトーム
の側面図である。図１３Ｆは、ある実施形態における、スカルペットプレートを伴うドラ
ムダーマトームの下面図である。図１３Ｇは、ある実施形態における、スカルペットプレ
ートを伴うドラムダーマトームの正面図である。図１３Ｈは、ある実施形態における、ス
カルペットプレートを伴うドラムダーマトームの背面図である。
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【００９４】
　臨床的用途に応じて、ドラムダーマトームにおける使い捨て可能な粘着性膜は、切除さ
れた弛緩皮膚を被着／処分するために、又はピクセル化された植皮片を採取／整列するた
めに使用することができる。
【００９５】
　本明細書において説明される実施形態は、ダーマトーム（例えば、パジェットダーマト
ーム及びリースダーマトームなど）と共に使用するためのピクセル・オンレイ・スリーブ
（Ｐｉｘｅｌ　Ｏｎｌａｙ　Ｓｌｅｅｖｅ）（ＰＯＳ）も含む。図１４Ａは、ある実施形
態における、ピクセル・オンレイ・スリーブ（ＰＯＳ）を伴うダーマトームの組立図を示
している。ＰＯＳは、粘着性裏当て、粘着剤、及びスカルペットアレイを組み込んだ、ダ
ーマトーム及びブレードを含む。当該粘着性裏当て、粘着剤、及びスカルペットアレイは
、当該デバイスに必須であるが、それに限定されるわけではない。図１４Ｂは、ある実施
形態における、ピクセル・オンレイ・スリーブ（ＰＯＳ）を伴うダーマトームの分解立体
図である。図１４Ｃは、ある実施形態における、ピクセル・オンレイ・スリーブ（ＰＯＳ
）を伴うダーマトームの一部を示している。
【００９６】
　当該ＰＯＳは、本明細書において「スリーブ」とも呼ばれ、余分な弛緩皮膚の部分的切
除と皮膚欠損の部分的皮膚移植のための、使い捨て可能なドラムダーマトームオンレイを
提供する。当該オンレイスリーブは、単回使用の使い捨て可能な要素としてパジェットダ
ーマトーム又はリースダーマトームのいずれかと併用して使用される。ある実施形態のＰ
ＯＳは、ドラムダーマトーム上へと滑動する、３つの面を有するスリップオン式の使い捨
て可能なスリーブである。当該デバイスは、粘着性膜と、内部横切ブレードを有するスカ
ルペットドラムアレイを含む。ある実施形態の横切ブレードは、スカルペットドラムアレ
イの内部表面にわたってスウィープする、片面の切断面を含む。
【００９７】
　代替の実施形態において、有窓切断層が、スカルペットアレイの内部表面を覆う。切断
面の各窓割りは、各個別のスカルペットに揃えられる。皮膚プラグの底部を横切するため
の掃過運動の代わりに、当該有窓切断層は、スカルペットドラムアレイの上において振動
する。ブレードの可動域のために、粘着性膜とスカルペットアレイとの間に狭い空間が作
り出される。皮膚移植術の際に複数回採取する場合、追加の粘着性膜のための挿入用スロ
ットが備わっている。粘着性膜の上の保護層は、スリーブアセンブリの反対側の抜き取り
スロットから引っ張られる細長い抜き取りタブによって、インサイチューに剥ぎ取られる
。他のピクセルデバイスの実施形態と同様に、当該粘着性膜は、被移植皮膚欠損部位での
排液のために半多孔性である。ピクセル化された植皮片をより連続的なシートへと変える
ために、当該膜は、植皮片内での皮膚プラグのより緊密な整列を提供するための弾性反跳
特性も有し得る。
【００９８】
　本明細書において説明される実施形態は、パジェットダーマトーム又はリースダーマト
ームのどちらかと共に単回使用の使い捨て可能なデバイスとして構成されるスリップオン
ＰＡＤを含む。図１５Ａは、ある実施形態における、パジェットドラムダーマトーム上へ
とスライドされるスリップオンＰＡＤを示している。図１５Ｂは、ある実施形態における
、パジェットドラムダーマトームの上に設置されたスリップオンＰＡＤの組立図を示して
いる。
【００９９】
　ある実施形態のスリップオンＰＡＤは、（場合により）、有孔ガイドプレートと組み合
わせて使用される。図１６Ａは、ある実施形態における、パジェットドラムダーマトーム
の上に設置され、有孔テンプレート又はガイドプレートと共に使用されるスリップオンＰ
ＡＤを示している。当該有孔ガイドプレートは、標的皮膚部位の上に位置され、方向を維
持するために、エプロンの下面の粘着剤によって適切な位置に保持される。スリップオン
ＰＡＤを備えるパジェットダーマトームは、皮膚上の有孔ガイドプレートの上において回
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転される。
【０１００】
　図１６Ｂは、ある実施形態における、パジェットドラムダーマトーム及び設置されたス
リップオンＰＡＤを用いた皮膚ピクセルの採取を示している。皮膚ピクセルの採取のため
に、スリップオンＰＡＤが除去され、粘着性テープがパジェットダーマトームのドラムの
上に適用され、クリップオンブレードがダーマトームの張り出しアーム上に設置され、こ
れは、次いで皮膚ピクセルの底部を横切するために使用される。ある実施形態のスリップ
オンＰＡＤは、（随意的により）ドナー部位の隣接する皮膚を保護するために、リボン開
創器などの標準外科用器具と共に使用される。
【０１０１】
　本明細書において説明されるピクセル器具の実施形態は、単回使用の使い捨て可能な器
具又はデバイスであるピクセルドラムダーマトーム（ＰＤ２）を含む。当該ＰＤ２は、ハ
ンドルに連結されたシリンダー又はロール式／回転式ドラムを含み、並びに当該シリンダ
ーは、スカルペットドラムアレイを含む。内部ブレードは、ドラムアクセル／ハンドルア
センブリにインターロックされ、及び／又は中心アクセルに取り付けられた張り出し部に
インターロックされる。　本明細書において説明されるＰＡＤ及びＰＯＳと同様に、小さ
い複数のピクセル化された皮膚切除は、皮膚の弛緩領域において直接実行され、そのため
、最小限の可視的な瘢痕化において皮膚の引き締まりを高める。
【０１０２】
　図１７Ａは、ある実施形態における、皮膚表面の標的部位に適用されるピクセルドラム
ダーマトームの一例を示している。図１７Ｂは、ある実施形態における、皮膚表面の標的
部位に適用されるピクセルドラムダーマトームの一部の代替の構図を示している。
【０１０３】
　当該ＰＤ２デバイスは、皮膚表面に完全ロール式／回転式ドラムを適用し、そこで、「
スカルペットドラムアレイ」で標的部位に複数の小さい（例えば１．５ｍｍ）円形切開創
を作製する。次いで、中心ドラムアクセル／ハンドルアセンブリにインターロックされる
及び／又は中心アクセルに取り付けられた張り出し部にインターロックされる内部ブレー
ドによって、各皮膚プラグの底部が横切される。ドラムにおける円形スカルペットの密度
に応じて、皮膚の様々な割合が切除され得る。ＰＤ２は、皮膚の表面積の一部（例えば、
２０％、３０％、４０％など）を、余分な皮膚弛緩の領域における可視的な瘢痕化なしで
切除することを可能にするが、当該実施形態はそれらに限定されるわけではない。
【０１０４】
　本明細書において提示されるピクセル器具の別の代替の実施形態は、ピクセルドラム採
取器（Ｐｉｘｅｌ　Ｄｒｕｍ　Ｈａｒｖｅｓｔｅｒ）（ＰＤＨ）である。ピクセルドラム
ダーマトームと同様に、追加の内部ドラムが、皮膚のピクセル化された切除物を採取して
粘着性膜の上に整列させ、次いで、当該粘着性膜は、患者の被移植皮膚欠損部位の上に位
置される。当該形状適合性の粘着性膜は、整列された切除された皮膚部分を有する膜がド
ラムから抜き取られて皮膚植皮片として適用されるときに、被移植皮膚欠損部位での排液
を可能にするために、半多孔性である。膜の弾性反跳特性は、ピクセル化された皮膚部分
のより近い接近を可能にし、被移植部位において、ピクセル化された皮膚植皮片を部分的
にシート植皮片へと転化させる。
【０１０５】
　本明細書において説明されるピクセルアレイ医療システム、器具若しくはデバイス、及
び方法は、達成される臨床的結果に必須である細胞応答及び／又は細胞外応答を誘起又は
可能にする。ピクセルダーマトームの場合、皮膚表面積の物理的削減は、皮膚のピクセル
化された切除、すなわち、皮膚プラグの作製、によって達成される。その上、それに続く
皮膚の引き締まりが、遅延した創傷治癒応答により生じる。各ピクセル化された切除は、
本明細書において詳細に説明されるような複数の段階において、必須創傷治癒順序を開始
させる。
【０１０６】
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　この順序の第１段階は、肥満細胞の脱顆粒によって「傷」中にヒスタミンが放出される
炎症段階である。ヒスタミンの放出は、毛細血管床の拡張及び細胞外空間への血管透過性
の増加を引き起し得る。この初期創傷治癒段階は、最初の日のうちに生じ、皮膚の表面に
おける紅斑としてはっきりと表れる。
【０１０７】
　（繊維増殖の）第２段階は、「創傷」の３日から４日以内に始まる。この段階中に、繊
維芽細胞の移動及び有糸分裂の増殖が起こる。創傷の繊維増殖は、ネオコラーゲンの沈着
及び創傷の筋繊維芽細胞収縮を含む。
【０１０８】
　組織学的に、ネオコラーゲンの沈着は、真皮の圧縮及び厚化として顕微鏡によって識別
することができる。この過程は、静的過程ではあるが、創傷の引張強度は著しく増加する
。繊維増殖の他の特徴は、創傷の多次元的な収縮を生じる動的物理的過程である。繊維増
殖のこの構成要素の特徴は、筋繊維芽細胞の活性細胞収縮に起因する。形態学的に、創傷
の筋芽細胞収縮は、皮膚表面の二次元的引き締まりとして視覚的に表れるであろう。全体
として、繊維増殖の影響は、引き締まったフレームワークを有するネオコラーゲンの静的
支持足場の沈着と連動する真皮収縮である。臨床的影響は、数ヶ月にわたる皮膚の触感の
平滑化を伴う遅延した皮膚の引き締まりであると考えられる。臨床的エンドポイントは、
一般的に、処置領域のより若々しく見える皮膚エンベロープである。
【０１０９】
　遅延した創傷治癒応答の最後の段階である第３段階は、成熟である。この段階中に、（
真皮の）コラーゲンの原繊維マトリックスの橋かけ結合の増加による、処置領域の強化及
び再構築が生じる。この最終段階は、「創傷」後６～１２ヶ月間以内に始まり、少なくと
も１～２年に及び得る。小さいピクセル化された皮膚切除では、より大きい外科的皮膚切
除によって典型的に生じる明確な瘢痕を生じることなく、この遅延した創傷治癒過程中、
正常な皮膚構造が保護されるはずである。最後に、表皮成長ホルモンの放出により、関連
する表皮の刺激及び若返りが生じる。遅延した創傷治癒応答は、最小限の既存のコラーゲ
ンマトリックスを有する組織（例えば、筋肉又は脂肪など）内において、瘢痕コラーゲン
の沈着により誘発され得る。
【０１１０】
　本明細書において説明されるピクセルアレイ医療システム、器具若しくはデバイス、及
び方法は、審美的な目的のために皮膚を引き締める以外に、さらなる医療関連用途も有し
得る。いくつかの実施形態において、当該ピクセルアレイデバイスは、標準的な外科的切
除を頼ることなく、任意の軟組織構造の様々な部分を横切することができる。より具体的
には、当該ピクセルアレイデバイスによる、化学線によって損傷を受けた皮膚領域の減少
は、皮膚癌の発症率を低下させるはずである。睡眠時無呼吸症及びいびきの処置の場合、
当該ピクセルアレイデバイスによる、ピクセル化された粘膜削減（軟口蓋、舌底、及び咽
頭側壁）は、より標準的な外科的手法により生じる有意な罹患率を低下させる。膣円蓋の
出産時外傷の場合、当該ピクセルアレイデバイスによる、ピクセル化された皮膚及び膣の
粘膜切除は、Ａ＆Ｐ切除に頼ることなく、正常な分娩前形状及び機能を回復するであろう
。さらに、関連する女性の緊張性尿失禁も、同様の方法において治療することができるで
あろう。
【０１１１】
　本明細書において説明されるピクセルアレイ医療デバイスの別の実施形態は、電動で又
は手動により（非動力で）展開され、並びに本明細書において説明されるドラム／シリン
ダーに対する代替策として皮膚の引き締めに使用される、振動する平面なスカルペットア
レイ及びブレードを含むデバイスを含む。図１８Ａは、ある実施形態における、振動する
平面なスカルペットアレイ及びブレードデバイスの上面図を示している。図１８Ｂは、あ
る実施形態における、振動する平面スカルペットアレイ及びブレードデバイスの下面図を
示している。ブレード１０８は、スカルペットアレイ１０６に位置合わせされたブレード
の有窓層であり得る。器具のハンドル１０２は、ブレードハンドル１０３から分離されて



(22) JP 6815864 B2 2021.1.20

10

20

30

40

50

おり、粘着性膜１１０は、粘着性裏当て１１１から剥がすことができる。図１８Ｃは、あ
る実施形態における、スカルペットのアレイ１０６、ブレード１０８、粘着性膜１１０、
及び粘着性裏当て１１１が一緒に組み立てられた場合の平面アレイの拡大図である。組み
立てた場合、スカルペットの平面アレイは、計測することにより均一な採取又は均一な切
除を提供することができる。いくつかの実施形態において、スカルペットの平面アレイは
、さらに、粘着性の採取膜１１０及び粘着性裏当て１１１のためのフィーダー要素１１５
も含む。図１８Ｄは、ある実施形態における、フィーダー要素１１５を備えるスカルペッ
トの平面アレイの拡大図である。
【０１１２】
　別の皮膚移植の実施形態において、ピクセル植皮片は、放射線照射を受けた死体の真皮
マトリックス（図示されていない）上に位置される。当該真皮マトリックス上において培
養される場合、ピクセルドナーと免疫学的に同一である患者のために、全層の皮膚の植皮
片が作製される。実施形態において、死体の真皮マトリックスも、死体の真皮フレームワ
ーク中に当該ピクセル化された植皮片の組織的整列を提供するために、採取された皮膚ピ
クセル植皮片と同様のサイズに円筒形に横切され得る。図１９は、ある実施形態における
、採取された皮膚ピクセル植皮片と同様のサイズに円柱状に横切された、死体の真皮マト
リックスを示している。いくつかの実施形態において、ドナー部位の採取の割合は、一部
においては、被移植者の皮膚欠損部位における正常な真皮組織構造の誘起によって決定す
ることができ、すなわち、植皮片の正常な（より滑らかな）表面形態が促進される。粘着
性膜又は真皮マトリックスの実施形態のいずれかにより、ピクセルドラム採取器は、患者
のドナー部位の可視的瘢痕化を著しく低減又は排除しつつ皮膚移植のために大きな表面積
を採取する能力を含む。
【０１１３】
　実施形態は、本明細書において説明されるピクセルアレイ医療デバイスに加え、薬物送
達デバイスも含む。大抵の場合、薬物の非経口送達は、依然として、シリンジ及び針によ
る注入によって達成されている。針及びシリンジによるシステムの欠点を回避するために
、閉塞パッチによる医薬の経皮的な局所吸収が開発された。しかしながら、これら薬剤送
達システムの両方には、重大な欠点がある。針による注入に対する人間の嫌悪は、２世紀
に近く使用していても緩和されていない。皮下又は筋肉内のいずれかへの薬物注入の可変
的な全身吸収は、薬物効力を低下させ、並びに患者の有害反応の発生率を増加させ得る。
薬物の脂質担体若しくは水性担体に応じて、局所的に適用される閉塞パッチは、表皮バリ
アにわたる可変的吸収に悩まされる。皮膚の大きな表面積において局所麻酔を必要とする
患者の場合、シリンジ／針による注入又は局所麻酔のどちらも理想的ではない。シリンジ
／針の「現地」注入は、多くの場合、痛く、並びに全身毒性を生じ得る過剰量の局所麻酔
を注入する場合もある。局所麻酔剤は、皮膚関連の手法に必要なレベルの麻酔をまれにし
か提供しない。
【０１１４】
　図２０は、ある実施形態における、ドラムアレイ薬物送達デバイス２００である。当該
薬物送達デバイス２００は、他の薬物送達システムの制限及び欠点に良好に対処する。当
該デバイスは、アクセル／ハンドルアセンブリ２０４によって支持されかつドラム回転要
素２０６の周りに回転するドラム／シリンダー２０２を含む。ある実施形態のハンドルア
センブリ２０４は、さらに、送達されるべき薬物の貯蔵所２０８及びシリンジプランジャ
ー２１０も含む。ドラム２０２の表面は、均一の長さの針のアレイ２１２によって覆われ
ており、これは、患者の皮膚中に注入される薬物のより制御された量での均一な皮内（又
は皮下）注入深さを提供する。手術中、シリンジプランジャー２１０は、接続チューブ２
１６を介して、薬物を貯蔵所２０８から押し出して、ドラム２０２の内側の密封された注
入チャンバー２１４内へと注入する。最終的に、当該薬物は、ドラム２０２の表面が皮膚
に当たるまで針のアレイ２１２が患者の皮膚中へと押し込まれると、均一な深さにおいて
患者の皮膚中へと提供される。麻酔されない跳躍領域が生じることなく、より均一なパタ
ーンの皮膚麻酔が試される。薬物送達デバイス２００の回転式ドラムの適用も、より少な
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い不快感においてより迅速に患者に局所麻酔を注入する。
【０１１５】
　図２１Ａは、ある実施形態における、針アレイ薬物送達デバイス３００の側面図である
。図２１Ｂは、ある実施形態における、針アレイ薬物送達デバイス３００の上部等角図で
ある。図２１Ｃは、ある実施形態における、針アレイ薬物送達デバイス３００の下部等角
図である。薬物送達デバイス３００は、薬物送達に使用することができるマニホールド３
１０上に位置決めされた、均一な長さを有する微細針３１２の平面アレイを含む。この実
例実施形態において、注入用の薬物を含むシリンジ３０２は、ハンドルを有する使い捨て
可能なアダプタ３０６中に差し込むことができ、シール３０８を使用することにより、シ
リンジ３０２及び使い捨て可能なアダプタ３０６が互いに確実に連結されることを確保す
ることできる。シリンジプランジャー３０４が押されると、シリンジ３０２に含まれる薬
物が、シリンジ３０２から使い捨て可能なアダプタ３０６中へと送られる。当該薬物はさ
らに、マニホールド３１０が皮膚に当たるまで微細針３１２の平面アレイが患者に皮膚に
押し込まれると、均一な深さにおいて微細針３１２のアレイによって患者の皮膚中へと送
達される。
【０１１６】
　薬物送達デバイス２００の使用は、経皮注入又は経皮吸収を必要とする薬理学的薬剤と
同じくらい多くの臨床的用途を有し得る。非限定的な例として、いくつかの潜在的用途は
、局所麻酔の注入、ボツリヌス毒素（ボトックス）などの神経修飾物質の注入、インスリ
ンの注入、並びに代用エストロゲン及びコルチコステロイドの注入である。
【０１１７】
　いくつかの実施形態において、薬物送達デバイス２００のシリンジプランジャー２１０
は、非限定的な例として、電動モーターによって駆動することができる。いくつかの実施
形態において、連続的注入のために、ＩＶバッグ及び管材に取り付けられた液体ポンプ（
図示されていない）を注入チャンバー２１４及び／又は貯蔵所２０８に接続することがで
きる。いくつかの実施形態において、薬物送達デバイス２００におけるシリンジプランジ
ャー２１０の容量は、較正され、並びにプログラム可能である。
【０１１８】
　皮膚欠損に対するピクセル化された皮膚移植及び皮膚弛緩に対するピクセル化された皮
膚切除は、例えば、図１～１０Ｄを参照することにより、本明細書において詳細に説明さ
れる。ある実施形態のＰＡＤ（ピクセルアレイダーマトーム）デバイスによるピクセル植
皮片採取は、脱毛症の処置において使用される。脱毛症、又は男性型脱毛症は、母親から
Ｘ染色体によって遺伝する伴性体質である。男性の場合、１つの遺伝子だけが、この表現
型を発現するのに必要である。遺伝子が劣性のため、女性型脱毛症は、母親及び父親の両
方からの両方のＸ連鎖遺伝子の遺伝を必要とする。表現型浸透度は、患者ごとに異なり得
、前頭／部分的／後頭脱毛症の発病年齢及び量において最も頻繁に発現される。他の非遺
伝関連の原因は、人口におけるより限られた部分において見られる。これらの非遺伝性の
原因としては、損傷、真菌感染、紅斑性狼瘡、放射線、及び化学治療法が挙げられる。
【０１１９】
　ＦＤＡによって承認された局所用医薬（例えば、ミノキシジル及びフィナステライドな
ど、これらの薬剤は休眠状態の毛嚢を成長期の増殖相へと変えることを必要とするため、
限定的な成功を収めている）など、脱毛症のための多種多様な処置オプションが提案され
ている。他の救済策としては、ヘアピース及び髪の編み込みが挙げられる。標準的実践は
、依然として外科的植毛であり、これは、有髪頭皮から非有髪頭皮への髪プラグ、髪スト
リップ、及び毛髪フラップの移行を伴う。大抵の場合、従来の植毛は、同じ患者の有髪頭
皮から非有毛頭皮への複数の単一マイクロ植毛の移行を伴う。或いは、ドナープラグが毛
髪ストリップとして最初に採取され、次に、被移植頭皮への移行のためにマイクロ植毛へ
と分割される。いずれにしても、この多段階手法は、平均的な患者において数時間の手術
を伴う、面倒くさくかつ高価なものである。
【０１２０】
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　非有髪頭皮への有髪プラグのひとまとめの移植を伴う有髪プラグのひとまとめの採取は
、植毛の従来の外科的手法を大いに短縮するであろう。概して、ある実施形態のデバイス
、システム及び／又は方法は、単一の外科的工程又はプロセスにおいて多種多様な小さい
有髪プラグを採取し整列させるために使用され、同じ器具は、非有髪頭皮の複数のピクセ
ル化された切除を実行することによって被移植部位を調製するためにも使用される。複数
の毛髪プラグ植皮片は、調製された被移植部位にひとまとめに移行され移植される。その
結果、二段階手法の使用により、何百もの有髪プラグを、ドナー部位から被移植部位へと
移行させることができる。したがって、本明細書において説明される実施形態を使用する
植毛は、面倒くさく多段階の従来のプロセスに勝る容易さ、簡素さ、及び著しい時間短縮
を有する単一の外科的手法である解決策を提供する。
【０１２１】
　より詳しくは、ある実施形態の手法の下において、採取されるべき毛包は、ドナーの後
頭部頭皮から取られる。それを行う際に、ドナー部位の毛髪は部分的に削られ、ある実施
形態の有孔プレートが、頭皮上に位置され、最大採取を提供するように方向付けされる。
図２２は、ある実施形態における、ドナー濾包の採取を示している。スカルペットアレイ
のスカルペットは、後で毛嚢を獲得するために皮下脂肪まで進入するように構成される。
毛髪プラグが切開されると、それらは、本明細書において詳細に説明されるように、横切
ブレードにより当該毛髪プラグの底部を横切することによって、粘着性膜上に採取される
。ドナー部位におけるお互いに対する毛髪プラグの元の整列は、底部を横切する前に粘着
性膜を適用することによって維持される。次いで、粘着性膜上における整列された毛髪プ
ラグのマトリックスが、被移植者の前頭～頭頂の被移植部位へとひとまとめに移植される
。
【０１２２】
　図２３は、ある実施形態における、被移植部位の調製を示している。当該被移植部位は
、採取された後頭部頭皮のドナー部位と組織分布的に同一のパターンにおいて非有髪皮膚
プラグを切除することによって調製される。当該被移植部は、ある実施形態においてドナ
ー部位で使用したのと同じ器具を使用して、毛髪プラグの大規模移植のために調製され、
並びに、それを行う際、当該被移植部位に頭皮欠損が生じる。被移植部位に生成された頭
皮欠損は、粘着性膜上に採取されたプラグと同じ幾何学的形状を有している。
【０１２３】
　採取された毛髪プラグを載せた粘着性膜は、被移植部位において同じパターンの頭皮欠
損に適用される。１行ずつ、各有髪プラグが、その鏡像関係にある被移植欠損中に挿入さ
れる。図２４は、ある実施形態における、採取された毛髪プラグの、被移植部位への移植
を示している。プラグからプラグへ整列が維持され、そのため、移植された毛髪プラグか
ら成長する毛髪は、ドナー部位と同じくらい自然に横たわる。本来の頭皮と移植された毛
髪との間において、より均一な整列も生じるであろう。
【０１２４】
　本明細書において説明される実施形態は、ドナー部位にガイドプレートを位置決めする
工程を含む方法を含む。当該方法は、デバイスのスカルペットアレイとドナー部位のガイ
ドプレートとを位置合わせする工程を含む。当該スカルペットアレイは、少なくとも１つ
のスカルペットを含む。当該方法は、当該スカルペットアレイにより、ドナー部位におい
て皮膚ピクセルを切開する工程を含む。当該方法は、ガイドプレートを被移植部位に位置
決めし、当該スカルペットアレイによって皮膚欠損を生成させることによって被移植部位
を調製する工程を含む。当該方法は、切開された皮膚ピクセルを被移植部位に適用する工
程を含む。
【０１２５】
　本明細書において説明される実施形態は、以下の工程：ドナー部位にガイドプレートを
位置決めする工程；デバイスのスカルペットアレイとドナー部位のガイドプレートとを位
置合わせする工程であって、当該スカルペットアレイが少なくとも１つのスカルペットを
含む工程；当該スカルペットアレイにより、当該皮膚ピクセルをドナー部位において切開
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する工程；ガイドプレートを被移植部位に位置決めし、スカルペットアレイにより皮膚欠
損を生成させることによって、当該被移植部位を調製する工程；並びに被移植部位に当該
切開された皮膚ピクセルを適用する工程、を含む方法を含む。
【０１２６】
　当該ガイドプレートは、ある配置において配列された穿孔を含む。
【０１２７】
　少なくとも１つのスカルペットは、当該配置において配列される複数のスカルペットを
含む。
【０１２８】
　当該スカルペットアレイは、当該配置に従って配列される。
【０１２９】
　当該位置合わせ工程は、スカルペットアレイと穿孔の少なくとも１つのセットとを位置
合わせする工程を含む。
【０１３０】
　単一のスカルペットは、当該穿孔の少なくとも１つのセットを通して切開するように位
置合わせされる。
【０１３１】
　当該少なくとも１つのスカルペットは、単一のスカルペットを含み、当該位置合わせ工
程は、当該穿孔の少なくとも１つのセットの順序に従って当該スカルペットアレイをドナ
ー部位に繰り返し適用する工程を含む。
【０１３２】
　当該切開工程は、当該穿孔の少なくとも１つのセットを通してドナー部位にスカルペッ
トアレイを直接適用する工程を含む。
【０１３３】
　当該切開工程は、切開された皮膚ピクセルを当該配置において生成する。
【０１３４】
　当該切開された皮膚ピクセルは、少なくとも１つの毛包を含む。
【０１３５】
　被移植部位を調製する工程は、スカルペットアレイとガイドプレートとを位置合わせす
る工程を含む。
【０１３６】
　皮膚欠損を生成する工程は、穿孔の少なくとも１つのセットを通して被移植部位にスカ
ルペットアレイを直接適用する工程を含む。
【０１３７】
　当該皮膚欠損を生成する工程は、ドナー部位における切開された皮膚ピクセルと同じ幾
何学的形状の皮膚欠損を生成する工程を含む。
【０１３８】
　当該切開工程は、ドナー部位において下にある皮膚表面上にスカルペットアレイを介し
て荷重を適用することによって、ドナー部位において皮膚ピクセルを周囲的に切開する工
程を含む。
【０１３９】
　当該方法は、切開工程の結果として穿孔を通して押し出される切開された皮膚ピクセル
の底部を横切する工程を含む。
【０１４０】
　当該横切工程は、切断部材によって横切する工程を含む。
【０１４１】
　当該方法は、プレートフレームによってガイドプレートを構成する工程、及び切断部材
を当該プレートフレームに連結させる工程を含む。
【０１４２】
　当該方法は、切開された皮膚ピクセルを粘着性基材上に獲得する工程を含む。



(26) JP 6815864 B2 2021.1.20

10

20

30

40

50

【０１４３】
　当該方法は、切開された皮膚ピクセルを粘着性基材上に整列させる工程を含み、この場
合、当該切開された皮膚ピクセルは毛包を含む。
【０１４４】
　当該切開された皮膚ピクセルは、穿孔を通して押し出される。
【０１４５】
　当該方法は、ドナー部位から当該粘着性基材を引き剥がす工程、及びその際に当該切開
された皮膚ピクセルの底部を横切する工程を含む
【０１４６】
　当該粘着性基材は、柔軟な基材を含む。
【０１４７】
　当該粘着性基材は、半多孔性膜を含む。
【０１４８】
　当該方法は、プレートフレームによってガイドプレートを構成する工程、及び当該粘着
性基材を当該ガイドプレート及びプレートフレームのうちの少なくとも一方に連結する工
程を含む。
【０１４９】
　当該方法は、切開工程の後にガイドプレート及びプレートフレームのうちの少なくとも
一方に当該粘着性基材を連結する工程を含む。
【０１５０】
　切開された皮膚ピクセルを適用する工程は、当該切開された皮膚ピクセルを粘着性基材
から被移植部位の皮膚欠損に直接適用する工程を含む。
【０１５１】
　切開された皮膚ピクセルを適用する工程は、当該切開された皮膚ピクセルとドナー部位
の皮膚欠損とを位置合わせする工程を含む。
【０１５２】
　当該位置合わせ工程は、切開された皮膚ピクセルを配置に従って大規模に位置合わせす
る工程を含む。
【０１５３】
　当該切開された皮膚ピクセルは、毛包を含む。
【０１５４】
　切開された皮膚ピクセルを被移植部位に適用する工程は、切開された皮膚ピクセルを被
移植部位における対応する皮膚欠損に挿入する工程を含む。
【０１５５】
　当該方法は、皮膚ピクセルの切開の後に第一包帯をドナー部位に適用する工程を含み、
この場合、当該第一包帯は、ドナー部位を閉じ、並びにドナー部位の皮膚欠損が閉じられ
る方向を制御する。
【０１５６】
　当該方法は、切開された皮膚ピクセルを被移植部位に適用した後に当該被移植部位に第
二包帯を適用する工程を含み、この場合、当該第二包帯は、被移植部位に圧迫力を生じさ
せる。
【０１５７】
　当該第二包帯は、粘着性膜を含む。
【０１５８】
　当該第二包帯は、ドナー部位における切開された皮膚ピクセルを獲得するように構成さ
れる。
【０１５９】
　当該第二包帯は、被移植部位に挿入された切開された皮膚ピクセルを安定化するように
構成される。
【０１６０】
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　当該第二包帯は、被移植部位に挿入された当該切開された皮膚ピクセルの新生血管形成
を促進するように構成される。
【０１６１】
　当該第二包帯は、被移植部位に挿入された当該切開された皮膚ピクセルの整列を促進す
るように構成される。
【０１６２】
　当該方法は、ガイドプレートとは別々の要素としてスカルペットアレイを伴うデバイス
を提供する工程を含む。
【０１６３】
　ガイドプレートを位置決めする工程は、ガイドプレートをドナー部位の皮膚表面に直接
適用する工程を含む。
【０１６４】
　各スカルペットアレイの各スカルペットの形状は楕円形である。
【０１６５】
　各スカルペットアレイの各スカルペットの形状は円形である。
【０１６６】
　各スカルペットアレイの各スカルペットの形状は半円状である。
【０１６７】
　各スカルペットアレイの各スカルペットの形状は、正方形、長方形、及び平面のうちの
１つである。
【０１６８】
　複数のスカルペットの各スカルペットは、テーパー状の表面を含む。
【０１６９】
　複数のスカルペットの各スカルペットは、少なくとも１つの先鋭な面を含む。
【０１７０】
　複数のスカルペットの各スカルペットは、少なくとも１本の針を含む。
【０１７１】
　当該少なくとも１本の針は、複数の先端を含む少なくとも１本の針を含む。
【０１７２】
　スカルペットアレイうちの少なくとも１つのスカルペットは、貫通孔を含む。
【０１７３】
　当該スカルペットアレイは、当該デバイスに脱着可能に連結される。
【０１７４】
　当該スカルペットアレイは使い捨て可能である。
【０１７５】
　当該スカルペットアレイの各スカルペットの少なくとも１つの直径寸法は、およそ０．
５ミリメートルから４．０ミリメートルの範囲である。
【０１７６】
　当該切開された皮膚ピクセルは、毛包を含む。
【０１７７】
　本明細書において説明される実施形態は、ドナー部位に採取パターンを位置決めする工
程を含む方法を含む。当該方法は、デバイスのスカルペットアレイとドナー部位における
採取パターンとを位置合わせする工程を含む。当該スカルペットアレイは、少なくとも１
つのスカルペットを含む。当該方法は、ドナー部位の皮膚ピクセルを当該スカルペットア
レイで切開する工程を含む。当該方法は、採取パターンを被移植部位に位置決めし、当該
スカルペットアレイによって皮膚欠損を生成することによって被移植部位を調製する工程
を含む。当該方法は、切開された皮膚ピクセルを被移植部位に適用する工程を含む。
【０１７８】
　本明細書において説明される実施形態は、以下：採取パターンをドナー部位に位置決め
する工程；デバイスのスカルペットアレイとドナー部位の採取パターンとを位置合わせす
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る工程であって、当該スカルペットアレイが少なくとも１つのスカルペットを含む工程；
当該スカルペットアレイにより、皮膚ピクセルを当該ドナー部位において切開する工程；
採取パターンを被移植部位に位置決めし、当該スカルペットアレイにより皮膚欠損を生成
させることによって被移植部位を調製する工程；並びに切開された皮膚ピクセルを被移植
部位に適用する工程、を含む方法を含む。
【０１７９】
　当該採取パターンは、ドナー部位及び被移植部位の少なくとも一方の皮膚表面上のイン
ジケーターを含む。
【０１８０】
　当該少なくとも１つのスカルペットは、採取パターンに従って配列された複数のスカル
ペットを含む。
【０１８１】
　当該スカルペットアレイは、採取パターンに従って配列される。
【０１８２】
　当該整列工程は、スカルペットアレイとインジケーターの少なくとも１つのセットとを
位置合わせする工程を含む。
【０１８３】
　当該少なくとも１つのスカルペットは、単一のスカルペットを含み、当該位置合わせ工
程は、当該インジケーターの少なくとも１つのセットの順序に従って当該スカルペットア
レイをドナー部位に繰り返し適用する工程を含む。
【０１８４】
　当該切開工程は、インジケーターの当該少なくとも１つのセットに従ってドナー部位に
スカルペットアレイを直接適用する工程を含む。
【０１８５】
　本明細書において説明される実施形態は、ドナー部位にガイドプレートを位置決めする
工程を含む方法を含む。当該ガイドプレートは、ある配置において配列された穿孔を含む
。当該方法は、デバイスのスカルペットアレイとドナー部位のガイドプレートとを位置合
わせする工程を含む。当該スカルペットアレイは、当該配置において配列された複数のス
カルペットを含み、当該位置合わせ工程は、当該スカルペットアレイと穿孔の少なくとも
１つのセットとを位置合わせする工程を含む。当該方法は、当該スカルペットアレイによ
ってドナー部位において皮膚ピクセルを切開する工程を含む。当該方法は、ガイドプレー
トを被移植部位に位置決めし、スカルペットアレイとガイドプレートとを位置合わせし、
切開された皮膚ピクセルと同じ幾何学的形状を有する皮膚欠損をスカルペットアレイによ
って生成させることによって被移植部位を調製する工程を含む。当該方法は、切開された
皮膚ピクセルを被移植部位に適用する工程を含む。
【０１８６】
　本明細書において説明される実施形態は、以下の工程：ドナー部位にガイドプレートを
位置決めする工程であって、当該ガイドプレートが、ある配置において配列された穿孔を
含む工程；デバイスのスカルペットアレイとドナー部位のガイドプレートとを位置合わせ
する工程であって、当該スカルペットアレイが、当該配置において配列された複数のスカ
ルペットを含み、当該位置合わせ工程が、当該スカルペットアレイと穿孔の少なくとも１
つのセットとを位置合わせする工程を含む工程；当該スカルペットアレイによってドナー
部位において当該皮膚ピクセルを切開する工程；ガイドプレートを被移植部位に位置決め
し、スカルペットアレイとガイドプレートとを位置合わせし、切開された皮膚ピクセルと
同じ幾何学的形状を有する皮膚欠損をスカルペットアレイによって生成させることによっ
て被移植部位を調製する工程；並びに切開された皮膚ピクセルを被移植部位に適用する工
程、を含む方法を含む。
【０１８７】
　本明細書において説明される実施形態は、ドナー部位にガイドプレートを位置決めする
工程を含む方法を含む。当該ガイドプレートは、ある配置において配列された穿孔を含む
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。当該方法は、デバイスのスカルペットアレイとドナー部位のガイドプレートとを位置合
わせする工程を含む。当該スカルペットアレイは、当該配置において配列された複数のス
カルペットを含み、当該位置合わせ工程は、当該スカルペットアレイと穿孔の少なくとも
１つのセットとを位置合わせする工程を含む。当該方法は、ドナー部位の皮膚ピクセルを
当該スカルペットアレイで切開する工程を含む。当該方法は、当該配置においてスカルペ
ットアレイによって皮膚欠損を生成させることによって被移植部位を調製する工程を含む
。当該方法は、切開された皮膚ピクセルを被移植部位に適用する工程を含む。
【０１８８】
　本明細書において説明される実施形態は、以下：ドナー部位にガイドプレートと位置決
めする工程であって、当該ガイドプレートが、ある配置において配列された穿孔を含む工
程；デバイスのスカルペットアレイとドナー部位のガイドプレートとを位置合わせする工
程であって、当該スカルペットアレイが、当該配置において配列された複数のスカルペッ
トを含み、当該位置合わせ工程が、当該スカルペットアレイと穿孔の少なくとも１つのセ
ットとを位置合わせする工程を含む工程；当該スカルペットアレイによって当該皮膚ピク
セルをドナー部位において切開する工程；当該配置においてスカルペットアレイによって
皮膚欠損を生成させることによって被移植部位を調製する工程；並びに切開された皮膚ピ
クセルを被移植部位に適用する工程、を含む方法を含む。
【０１８９】
　本明細書において説明される実施形態は、ドナー部位にガイドプレートを位置決めする
工程を含む方法を含む。当該ガイドプレートは、ある配置において配列された穿孔を含む
。当該方法は、デバイスのスカルペットアレイとドナー部位のガイドプレートとを位置合
わせする工程を含む。当該スカルペットアレイは、当該配置において配列された複数のス
カルペットを含み、当該位置合わせ工程は、当該スカルペットアレイと穿孔の少なくとも
１つのセットとを位置合わせする工程を含む。当該方法は、ドナー部位の皮膚ピクセルを
当該スカルペットアレイで切開する工程を含む。当該方法は、切開された皮膚ピクセルを
獲得する工程及び当該獲得された切開されたピクセルを当該配置に維持する工程を含む。
【０１９０】
　本明細書において説明される実施形態は、以下：ドナー部位にガイドプレートと位置決
めする工程であって、当該ガイドプレートが、ある配置において配列された穿孔を含む工
程；デバイスのスカルペットアレイとドナー部位のガイドプレートとを位置合わせする工
程であって、当該スカルペットアレイが、当該配置において配列された複数のスカルペッ
トを含み、当該位置合わせ工程が、当該スカルペットアレイと穿孔の少なくとも１つのセ
ットとを位置合わせする工程を含む工程；当該スカルペットアレイによってドナー部位に
おいて皮膚ピクセルを切開する工程；及び切開された皮膚ピクセルを獲得する工程及び当
該獲得された切開されたピクセルを当該配置に維持する工程、を含む方法を含む。
【０１９１】
　本明細書において説明される実施形態は、ドナー部位とデバイスのスカルペットアレイ
とを位置合わせする工程を含む方法を含む。当該スカルペットアレイは、ある配置におい
て配列された複数のスカルペットを含む。当該方法は、ドナー部位の皮膚ピクセルを当該
スカルペットアレイで切開する工程を含む。当該方法は、切開された皮膚ピクセルを獲得
し、当該切開された皮膚ピクセルをドナー部位から除去する工程；並びに獲得された当該
切開されたピクセルを当該配置に維持しつつ、獲得された当該切開されたピクセルをドナ
ー部位から移行させる工程、を含む。
【０１９２】
　本明細書において説明される実施形態は、以下：デバイスのスカルペットアレイをドナ
ー部位に位置合わせする工程であって、当該スカルペットが、ある配置において配列され
た複数のスカルペットを含む工程；当該スカルペットアレイによってドナー部位において
皮膚ピクセルを切開する工程；及び切開された皮膚ピクセルを獲得し、当該切開された皮
膚ピクセルをドナー部位から除去する工程；並びに獲得された当該切開されたピクセルを
当該配置に維持しつつ、獲得された当該切開されたピクセルをドナー部位から移行させる
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工程、を含む方法を含む。
【０１９３】
　本明細書において説明される実施形態は、ドナー部位にデバイスのスカルペットアレイ
を位置合わせする工程を含む方法を含む。当該スカルペットアレイは、ある配置において
配列された少なくとも１つのスカルペットを含む。当該方法は、スカルペットアレイによ
ってドナー部位において皮膚ピクセルを切開する工程を含む。当該方法は、切開された皮
膚ピクセルを獲得する工程及び、当該配置を維持しつつ、それを被移植部位に移行させる
工程を含む。当該方法は、スカルペットアレイによって被移植部位において皮膚欠損を生
成させる工程を含む。当該方法は、切開された皮膚ピクセルを被移植部位に適用する工程
を含む。
【０１９４】
　本明細書において説明される実施形態は、以下：デバイスのスカルペットアレイをドナ
ー部位に位置合わせする工程であって、当該スカルペットが、ある配置において配列され
た少なくとも１つのスカルペットを含む工程；当該スカルペットアレイによってドナー部
位において皮膚ピクセルを切開する工程；切開された皮膚ピクセルを獲得し、当該配置を
維持しつつ、それを被移植部位に移行させる工程；スカルペットアレイによって被移植部
位において皮膚欠損を生成させる工程；並びに当該切開された皮膚ピクセルを被移植部位
に適用する工程、を含む方法を含む。
【０１９５】
　少なくとも１つのスカルペットは、当該配置において配列される複数のスカルペットを
含む。
【０１９６】
　当該少なくとも１つのスカルペットは、単一のスカルペットを含み、当該位置合わせ工
程は、ある順序に従って当該スカルペットアレイをドナー部位に繰り返し適用する工程を
含む。
【０１９７】
　当該切開工程は、当該配置において、切開されたスキンピクセルを生成する。
【０１９８】
　当該切開された皮膚ピクセルは、少なくとも１つの毛包を含む。
【０１９９】
　当該皮膚欠損を生成する工程は、ドナー部位の切開された皮膚ピクセルと同じ配置を有
する皮膚欠損を生成する工程を含む。
【０２００】
　当該切開工程は、ドナー部位において下にある皮膚表面の上にスカルペットアレイを介
して荷重を適用することによって、当該ドナー部位において皮膚ピクセルを周囲的に切開
する工程を含む。
【０２０１】
　当該方法は、切開の際に押し出される切開された皮膚ピクセルの底部を横切する工程を
含む。
【０２０２】
　当該横切工程は、切断部材によって横切する工程を含む。
【０２０３】
　当該獲得工程は、粘着性基材上に当該切開された皮膚ピクセルを獲得する工程を含む。
【０２０４】
　当該方法は、切開された皮膚ピクセルを粘着性基材上に整列させる工程であって、当該
切開された皮膚ピクセルが毛包を含む工程を含む。
【０２０５】
　当該方法は、ドナー部位から当該粘着性基材を引き剥がす工程、及びその際に当該切開
された皮膚ピクセルの底部を横切する工程を含む。
【０２０６】
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　当該粘着性基材は、柔軟な基材を含む。
【０２０７】
　当該粘着性基材は、半多孔性膜を含む。
【０２０８】
　切開された皮膚ピクセルを適用する工程は、当該切開された皮膚ピクセルを粘着性基材
から被移植部位の皮膚欠損に直接適用する工程を含む。
【０２０９】
　切開された皮膚ピクセルを適用する工程は、切開された皮膚ピクセルとドナー部位の皮
膚欠損とを位置合わせする工程を含む。
【０２１０】
　当該位置合わせ工程は、当該配置に従って当該切開された皮膚ピクセルを多量に位置合
わせする工程を含む。
【０２１１】
　当該切開された皮膚ピクセルは、毛包を含む。
【０２１２】
　切開された皮膚ピクセルを被移植部位に適用する工程は、切開された皮膚ピクセルを被
移植部位における対応する皮膚欠損中に挿入する工程を含む。
【０２１３】
　当該方法は、皮膚ピクセルの切開の後に第一包帯をドナー部位に適用する工程を含み、
この場合、当該第一包帯は、ドナー部位を閉じ、並びにドナー部位の皮膚欠損が閉じられ
る方向を制御する。
【０２１４】
　当該方法は、切開された皮膚ピクセルを被移植部位に適用する工程の後に当該被移植部
位に第二包帯を適用する工程を含み、この場合、当該第二包帯は、被移植部位において圧
迫力を生じさせる。
【０２１５】
　当該第二包帯は、粘着性膜を含む。
【０２１６】
　当該第二包帯は、ドナー部位において切開された皮膚ピクセルを獲得するように構成さ
れる。
【０２１７】
　当該第二包帯は、被移植部位に挿入された当該切開された皮膚ピクセルを安定化するよ
うに構成される。
【０２１８】
　当該第二包帯は、被移植部位に挿入された当該切開された皮膚ピクセルの新生血管形成
を促進するように構成される。
【０２１９】
　当該第二包帯は、被移植部位に挿入された当該切開された皮膚ピクセルの整列を促進す
るように構成される。
【０２２０】
　当該スカルペットアレイの各スカルペットの形状は楕円形である。
【０２２１】
　当該スカルペットアレイの各スカルペットの形状は円筒形である。
【０２２２】
　当該スカルペットアレイの各スカルペットの形状は半円形である。
【０２２３】
　各スカルペットアレイの各スカルペットの形状は、正方形、長方形、及び平面のうちの
１つである。
【０２２４】
　複数のスカルペットの各スカルペットは、テーパー状の表面を含む。
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【０２２５】
　複数のスカルペットの各スカルペットは、少なくとも１つの先鋭な面を含む。
【０２２６】
　複数のスカルペットの各スカルペットは、少なくとも１本の針を含む。
【０２２７】
　当該少なくとも１本の針は、複数の先端を含む少なくとも１本の針を含む。
【０２２８】
　スカルペットアレイうちの少なくとも１つのスカルペットは、貫通孔を含む。
【０２２９】
　当該スカルペットアレイは、当該デバイスに脱着可能に連結される。
【０２３０】
　当該スカルペットアレイは使い捨て可能である。
【０２３１】
　当該スカルペットアレイの各スカルペットの少なくとも１つの直径寸法は、およそ０．
５ミリメートルから４．０ミリメートルの範囲である。
【０２３２】
　当該切開された皮膚ピクセルは毛包を含む。
【０２３３】
　本明細書において説明される実施形態は、ドナー部位及び被移植部位に位置決めされる
採取パターンを含むシステムを含む。当該システムは、少なくとも１つのスカルペットを
含むスカルペットアレイを含むデバイスを含む。当該少なくとも１つのスカルペットは、
採取パターンと位置が揃うように構成される。当該少なくとも１つのスカルペットは、ド
ナー部位において皮膚ピクセルを切開して被移植部位において皮膚欠損を生成するように
構成される。当該システムは、ドナー部位において当該切開された皮膚ピクセルを獲得し
て当該切開された皮膚ピクセルの被移植部位への移行及び被移植部位への適用の間、当該
切開された皮膚ピクセルの相対位置決めを維持するように構成される粘着性基材を含む。
【０２３４】
　本明細書において説明される実施形態は、以下：ドナー部位及び被移植部位に位置決め
される採取パターンと；少なくとも１つのスカルペットを含むスカルペットアレイを含む
デバイスであって、当該少なくとも１つのスカルペットが、採取パターンと位置が揃うよ
うに構成され、当該少なくとも１つのスカルペットが、ドナー部位において皮膚ピクセル
を切開して被移植部位において皮膚欠損を生成するように構成される、デバイスと；ドナ
ー部位において当該切開された皮膚ピクセルを獲得し、被移植部位への当該切開された皮
膚ピクセルの移行及び当該被移植部位への適用の間、当該切開された皮膚ピクセルの相対
位置決めを維持するように構成された粘着性基材を含むシステムを含む。
【０２３５】
　当該採取パターンは、ドナー部位及び被移植部位の少なくとも一方における皮膚表面上
に位置される。
【０２３６】
　当該採取パターンは、ドナー部位及び被移植部位の少なくとも一方における皮膚表面上
のインジケーターを含む。
【０２３７】
　当該スカルペットアレイは、当該デバイスに脱着可能に連結される。
【０２３８】
　当該スカルペットアレイは使い捨て可能である。
【０２３９】
　各スカルペットアレイの各スカルペットの形状は楕円形である。
【０２４０】
　当該スカルペットアレイの各スカルペットの形状は円筒形である。
【０２４１】
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　当該スカルペットアレイの各スカルペットの形状は半円形である。
【０２４２】
　各スカルペットアレイの各スカルペットの形状は、正方形、長方形、及び平面のうちの
１つである。
【０２４３】
　少なくとも１つのスカルペットの各スカルペットは、テーパー状の表面を含む。
【０２４４】
　複数のスカルペットの各スカルペットは、少なくとも１つの先鋭な面を含む。
【０２４５】
　複数のスカルペットの各スカルペットは、少なくとも１本の針を含む。
【０２４６】
　当該少なくとも１本の針は、複数の先端を含む少なくとも１本の針を含む。
【０２４７】
　当該スカルペットアレイは、穿孔力、衝突力、回転力、及び振動のうちの少なくとも１
つを使用して、切開された皮膚ピクセルを生成する。
【０２４８】
　スカルペットアレイうちの少なくとも１つのスカルペットは、貫通孔を含む。
【０２４９】
　当該スカルペットアレイの各スカルペットの少なくとも１つの直径寸法は、およそ０．
５ミリメートルから４．０ミリメートルの範囲である。
【０２５０】
　当該粘着性基材は柔軟な基材を含む。
【０２５１】
　当該粘着性基材は半多孔質膜を含む。
【０２５２】
　当該デバイス上の少なくとも１つのスカルペットは、採取パターンに対応して配列され
る。
【０２５３】
　当該デバイス上の少なくとも１つのスカルペットは、採取パターンと位置が揃うように
構成される。
【０２５４】
　当該スカルペットアレイは、採取パターンに従ってドナー部位に直接適用され、皮膚ピ
クセルが切開される。
【０２５５】
　当該粘着性基材は、被移植部位への切開された皮膚ピクセルの移行及び適用の間、採取
パターンに従って当該切開された皮膚ピクセルを維持するように構成される。
【０２５６】
　スカルペットアレイは、採取パターンに従って被移植部位に直接適用され、皮膚欠損が
生成される。
【０２５７】
　当該皮膚欠損は、採取パターンに従って生成される。
【０２５８】
　当該システムは、採取パターンに対応する配置において配列された穿孔を含むガイドプ
レートを含む。
【０２５９】
　当該ガイドプレートは、ドナー部位及び被移植部位の一方の皮膚表面上に直接位置決め
される。
【０２６０】
　当該ガイドプレートは、切開された皮膚ピクセルを押し出すように構成される。
【０２６１】
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　当該皮膚ピクセルは、適用された荷重に対応して、穿孔を通して押し出される。
【０２６２】
　当該皮膚ピクセルは、適用された荷重に対応して、切開された皮膚表面を通って押し出
される。
【０２６３】
　ドナー部位における切開された皮膚ピクセル及び被移植部位における皮膚欠損は、当該
配置において配列される。
【０２６４】
　ドナー部位における切開された皮膚ピクセルは第一配置を含み、被移植部位における皮
膚欠損は、第二配置を含み、この場合、第一配置と第二配置は異なる。
【０２６５】
　当該デバイス上の少なくとも１つのスカルペットは、ガイドプレートの穿孔の少なくと
も１つのセットと位置が揃うように構成される。
【０２６６】
　当該スカルペットアレイは、穿孔の少なくとも１つのセットを通してドナー部位に直接
適用され、皮膚ピクセルが切開される。
【０２６７】
　当該粘着性基材は、切開された皮膚ピクセルの被移植部位への移行及び適用の間、当該
切開された皮膚ピクセルを当該配置に維持するように構成される。
【０２６８】
　当該スカルペットアレイは、穿孔の少なくとも１つのセットを通して被移植部位に直接
適用され、皮膚欠損が生成される。
【０２６９】
　当該皮膚欠損は、当該配置に従って生成される。
【０２７０】
　当該ガイドプレートは、粘着性、剛性、半剛性、形状適合性、非形状適合性、及び非変
形性のうちの少なくとも１つである。
【０２７１】
　当該ガイドプレートは、金属材料、プラスチック材料、高分子材料、膜状材料のうちの
少なくとも１つを含む。
【０２７２】
　当該ガイドプレートは、ドナー部位及び被移植部位の少なくとも一方の皮膚表面に荷重
を伝達するように構成される。
【０２７３】
　当該スカルペットアレイは、ドナー部位を含む下の皮膚表面に荷重を伝達するように構
成され、この場合、皮膚ピクセルは、当該荷重の適用によって周囲的に切開される。
【０２７４】
　当該システムは切断部材を含む。
【０２７５】
　当該切開された皮膚ピクセルは押し出され、この場合、当該押し出された皮膚ピクセル
は、切断部材によって横切される。
【０２７６】
　粘着性基材は、ドナー部位から引き離され、切開された皮膚ピクセルの底部が切断部材
によって横切される。
【０２７７】
　当該切断部材は、プレートフレームに連結される。
【０２７８】
　当該プレートフレームは、ガイドプレートに連結される。
【０２７９】
　当該粘着性基材は、ガイドプレート及びプレートフレームのうちの少なくとも一方に連
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結される。
【０２８０】
　切開された皮膚ピクセルは、粘着性基材から被移植部位の皮膚欠損へと直接適用される
。
【０２８１】
　切開された皮膚ピクセルは、被移植部位の皮膚欠損と位置が揃えられる。
【０２８２】
　各切開された皮膚ピクセルは、被移植部位の対応する皮膚欠損中に挿入される。
【０２８３】
　当該システムは、皮膚ピクセルの切開の後に第一包帯をドナー部位に適用する工程を含
み、この場合、当該第一包帯は、ドナー部位を閉じてドナー部位の皮膚欠損が閉じられる
方向を制御する。
【０２８４】
　当該システムは、切開された皮膚ピクセルを被移植部位に適用した後に当該被移植部位
に第二包帯を適用する工程を含み、この場合、当該第二包帯は、被移植部位に圧迫力を発
生させる。
【０２８５】
　当該切開された皮膚ピクセルは、毛包を含む。
【０２８６】
　当該皮膚欠損は、被移植部位に挿入された切開された皮膚ピクセルの新生血管形成を誘
発するように構成される。
【０２８７】
　当該皮膚欠損は、被移植部位に挿入された切開された皮膚ピクセルにおいて創傷治癒反
応を誘発するように構成される。
【０２８８】
　本明細書において説明される実施形態は、ある配置において配列されたインジケーター
を含む採取パターンを含むシステムを含む。当該採取パターンは、ドナー部位及び被移植
部位に位置決めされるように構成される。当該システムは、当該配置において配列された
複数のスカルペットを含むスカルペットアレイを含むデバイスを含む。当該複数のスカル
ペットは、当該インジケーターの少なくとも１つのセットと位置が揃うように構成される
。当該複数のスカルペットは、標的部位において皮膚ピクセルを切開して被移植部位にお
いて皮膚欠損を生成するように構成される。当該システムは、標的部位において当該切開
された皮膚ピクセルを獲得して被移植部位への当該切開された皮膚ピクセルの適用の間、
当該配置を維持するように構成される粘着性基材を含む。
【０２８９】
　本明細書において説明される実施形態は、以下：ある配置において配列されたインジケ
ーターを含む採取パターンであって、標的部位及び被移植部位に位置決めされるように構
成される採取パターンと；当該配置において配列された複数のスカルペットを含むスカル
ペットアレイを含むデバイスであって、当該複数のスカルペットが、当該インジケーター
の少なくとも１つのセットと位置が揃うように構成され、当該複数のスカルペットが、標
的部位において皮膚ピクセルを切開して被移植部位において皮膚欠損を生成するように構
成される、デバイスと；標的部位において当該切開された皮膚ピクセルを獲得して被移植
部位への当該切開された皮膚ピクセルの適用の間、当該配置を維持するように構成される
粘着性基材を含むシステムを含む。
【０２９０】
　本明細書において説明される実施形態は、ある配置において配列されたインジケーター
を含む採取パターンを含むシステムを含む。当該採取パターンは、標的部位及び被移植部
位に位置決めされるように構成される。当該システムは、当該配置において配列された複
数のスカルペットを含むスカルペットアレイを含むデバイスを含む。当該複数のスカルペ
ットは、当該インジケーターの少なくとも１つのセットと位置が揃うように構成される。
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当該複数のスカルペットは、標的部位において皮膚ピクセルを切開して被移植部位におい
て皮膚欠損を生成するように構成される。
【０２９１】
　本明細書において説明される実施形態は、以下：ある配置において配列されたインジケ
ーターを含む採取パターンであって、標的部位及び被移植部位に位置決めされるように構
成される、採取パターンと；当該配置において配列された複数のスカルペットを含むスカ
ルペットアレイを含むデバイスであって、当該複数のスカルペットが、当該インジケータ
ーの少なくとも１つのセットと位置が揃うように構成され、当該複数のスカルペットが、
標的部位において皮膚ピクセルを切開して被移植部位において皮膚欠損を生成するように
構成される、デバイスを含むシステムを含む。
【０２９２】
　本明細書において説明される実施形態は、ある配置において配列された穿孔を含むガイ
ドプレートを含むシステムを含む。当該ガイドプレートは、標的部位及び被移植部位に位
置決めされるように構成される。当該システムは、当該配置において配列された複数のス
カルペットを含むスカルペットアレイを含むデバイスを含む。当該複数のスカルペットは
、穿孔の少なくとも１つのセットと位置が揃うように構成される。当該複数のスカルペッ
トは、標的部位において皮膚ピクセルを切開して被移植部位において皮膚欠損を生成する
ように構成される。当該システムは、標的部位において当該切開された皮膚ピクセルを獲
得して被移植部位への当該切開された皮膚ピクセルの適用の間、当該配置を維持するよう
に構成される粘着性基材を含む。
【０２９３】
　本明細書において説明される実施形態は、以下：ある配置において配列された穿孔を含
むガイドプレートであって、標的部位及び被移植部位に位置決めされるように構成される
、ガイドプレートと；当該配置において配列された複数のスカルペットを含むスカルペッ
トアレイを含むデバイスであって、当該複数のスカルペットが、当該穿孔の少なくとも１
つのセットと位置が揃うように構成され、当該複数のスカルペットが、標的部位において
皮膚ピクセルを切開して被移植部位において皮膚欠損を生成するように構成される、デバ
イスと；標的部位において当該切開された皮膚ピクセルを獲得し、被移植部位への当該切
開された皮膚ピクセルの適用の間、当該配置を維持するように構成される粘着性基材を含
むシステムを含む。
【０２９４】
　本明細書において説明される実施形態は、ある配置において配列された穿孔を含むガイ
ドプレートを含むシステム含む。当該ガイドプレートは、標的部位及び被移植部位に位置
決めされるように構成される。当該システムは、当該配置において配列された複数のスカ
ルペットを含むスカルペットアレイを含むデバイスを含む。当該複数のスカルペットは、
穿孔の少なくとも１つのセットと位置が揃うように構成される。当該複数のスカルペット
は、標的部位において皮膚ピクセルを切開して被移植部位において皮膚欠損を生成するよ
うに構成される。
【０２９５】
　本明細書において説明される実施形態は、以下：ある配置において配列された穿孔を含
むガイドプレートであって、標的部位及び被移植部位に位置決めされるように構成される
、ガイドプレートと；当該配置において配列された複数のスカルペットを含むスカルペッ
トアレイを含むデバイスであって、当該複数のスカルペットが、当該穿孔の少なくとも１
つのセットと位置が揃うように構成され、当該複数のスカルペットが、標的部位において
皮膚ピクセルを切開して被移植部位において皮膚欠損を生成するように構成される、デバ
イスを含むシステムを含む。
【０２９６】
　本明細書において説明される実施形態は、標的皮膚部位にスカルペットアレイを適用す
る工程を含む方法を含む。当該スカルペットアレイは、投入プレート上に位置決めされる
複数のスカルペットを含む。当該投入プレートは、有孔プレートである。当該方法は、標
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的皮膚部位を含む下にある皮膚表面上にスカルペットアレイを介して荷重を適用すること
によって当該標的皮膚部位において皮膚ピクセルを周囲的に切開する工程を含む。当該方
法は、複数の切開された皮膚ピクセルを粘着性基材上に獲得する工程を含む。当該切開さ
れた皮膚ピクセルは、スカルペットアレイを通して押し出される。当該方法は、当該スカ
ルペットアレイを通して押し出される切開された皮膚ピクセルの底部を横切する工程を含
む。
【０２９７】
　本明細書において説明される実施形態は、以下：標的皮膚部位にスカルペットアレイを
適用する工程であって、当該スカルペットアレイが、投入プレート上に位置決めされる複
数のスカルペットを含み、当該投入プレートが、有孔プレートである工程；標的皮膚部位
を含む下にある皮膚表面上にスカルペットアレイを介して荷重を適用することによって当
該標的皮膚部位において皮膚ピクセルを周囲的に切開する工程；複数の切開された皮膚ピ
クセルを粘着性基材上に獲得する工程であって、当該切開された皮膚ピクセルが、スカル
ペットアレイを通して押し出される、工程；並びに当該スカルペットアレイを通して押し
出される切開された皮膚ピクセルの底部を横切する工程、を含む方法を含む。
【０２９８】
　ある実施形態における荷重を適用する工程は、ダーマトームによって荷重を適用する工
程を含む。
【０２９９】
　ある実施形態の方法は、スカルペットアレイの少なくとも１つの寸法がダーマトームの
少なくとも１つの寸法に一致するように構成する工程を含む。
【０３００】
　ある実施形態の方法は、ダーマトームとは別々の要素としてスカルペットアレイを提供
する工程を含む。
【０３０１】
　ある実施形態の方法は、標的皮膚部位にスカルペットアレイを直接適用する工程を含む
。
【０３０２】
　ある実施形態の方法は、スカルペットアレイをダーマトームに取り外し可能に連結する
工程を含む。
【０３０３】
　ある実施形態の方法は、粘着性基材をダーマトームに連結する工程を含む。
【０３０４】
　ある実施形態の方法は、荷重を適用する前に粘着性基材をダーマトームに連結する工程
を含む。
【０３０５】
　ある実施形態の方法は、荷重を適用した後に粘着性基材をダーマトームに連結する工程
を含む。
【０３０６】
　ある実施形態の方法は、荷重を適用する前にスカルペットアレイをダーマトームに連結
する工程を含む。ある実施形態の方法は、荷重を適用した後にスカルペットアレイを粘着
性基材と交換する工程を含む。
【０３０７】
　ある実施形態の横切工程は、ダーマトームの要素である切断部材によって横切する工程
を含む。
【０３０８】
　ある実施形態の方法は、複数のスカルペットの各スカルペットを、テーパー状の表面を
有するように構成する工程を含む。
【０３０９】
　ある実施形態における荷重を適用する工程は、ドラムダーマトームによって荷重を適用
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する工程を含む。
【０３１０】
　ある実施形態の方法は、スカルペットアレイの少なくとも１つの寸法がドラムダーマト
ームのドラムの少なくとも１つの寸法に一致するように構成する工程を含む。
【０３１１】
　ある実施形態の方法は、荷重を適用する前に粘着性基材をドラムに連結する工程を含む
。
【０３１２】
　ある実施形態の方法は、荷重を適用した後に粘着性基材をドラムに連結する工程を含む
。
【０３１３】
　ある実施形態の方法は、ドラムダーマトームとは別々の要素としてスカルペットアレイ
を提供する工程を含む。
【０３１４】
　ある実施形態の方法は、荷重を適用する前に標的皮膚部位上にスカルペットアレイを直
接位置する工程を含む。
【０３１５】
　ある実施形態の方法は、荷重を適用する前に粘着性基材をドラムに連結する工程を含む
。
【０３１６】
　ある実施形態の方法は、荷重を適用する前にスカルペットアレイをドラムダーマトーム
に取り外し可能に連結する工程、及びスカルペットアレイを備えたドラムダーマトームを
標的皮膚部位に適用する工程を含む。
【０３１７】
　ある実施形態の方法は、荷重を適用した後にスカルペットアレイを粘着性基材と交換す
る工程を含む。
【０３１８】
　ある実施形態の方法は、テンプレートプレートを皮膚表面に直接適用する工程を含む。
【０３１９】
　ある実施形態のテンプレートプレートは、穿孔の第一パターンを含む有孔プレートであ
る。
【０３２０】
　ある実施形態の複数のスカルペットは、第二パターンを含む。
【０３２１】
　ある実施形態の第二パターンは、第一パターンに一致する。
【０３２２】
　ある実施形態のスカルペットアレイは、結果として複数のスカルペットとテンプレート
プレートの穿孔との一致を生じるような方法において、テンプレートプレートの上に適用
されるように構成される。
【０３２３】
　ある実施形態の方法は、ドラムダーマトームの一体要素としてスカルペットアレイを形
成する工程を含む。
【０３２４】
　ある実施形態の横切工程は、切断部材によって横切する工程を含む。
【０３２５】
　ある実施形態の方法は、ドラムダーマトームに切断部材を連結する工程を含む。
【０３２６】
　本明細書において説明される実施形態は、投入プレート上に固定された複数のスカルペ
ットを含むスカルペットアレイを含むシステムを含む。当該スカルペットアレイは、皮膚
表面に適用するために構成される。当該システムは、荷重部材を含む。当該荷重部材は、
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スカルペットアレイを介して、その下の皮膚表面上に荷重を適用するように構成される。
当該システムは、荷重を適用した結果としてスカルペットアレイを通して押し出される切
開された皮膚プラグを獲得するように構成される粘着性基材を含む。当該システムは、切
断部材を含む。当該切断部材は、スカルペットアレイを通して押し出される切開された皮
膚プラグの底部を横切する。
【０３２７】
　本明細書において説明される実施形態は、以下：投入プレート上に固定された複数のス
カルペットを含むスカルペットアレイであって、皮膚表面に適用するために構成されるス
カルペットアレイと；当該スカルペットアレイを介して、その下の皮膚表面上に荷重を適
用するように構成される荷重部材と；荷重を適用した結果としてスカルペットアレイを通
して押し出される切開された皮膚プラグを獲得するように構成される粘着性基材と；スカ
ルペットアレイを通して押し出される切開された皮膚プラグの底部を横切する切断部材を
含むシステムを含む。
【０３２８】
　ある実施形態の荷重部材は、ダーマトームを含む。
【０３２９】
　ある実施形態のスカルペットアレイの少なくとも１つの寸法は、ダーマトームの少なく
とも１つの寸法に一致する。
【０３３０】
　ある実施形態の粘着性膜は、荷重部材に連結される。
【０３３１】
　ある実施形態の荷重部材はダーマトームを含み、この場合、粘着性基材はダーマトーム
の要素に搭載される。
【０３３２】
　ある実施形態の切断部材は、荷重部材に連結される。
【０３３３】
　ある実施形態の荷重部材はダーマトームを含み、この場合、切断部材はダーマトームの
要素である。
【０３３４】
　ある実施形態の複数のスカルペットの各スカルペットは、テーパー状の表面を含む。
【０３３５】
　ある実施形態の荷重部材は、ドラムダーマトームを含む。
【０３３６】
　ある実施形態のスカルペットアレイの少なくとも１つの寸法は、ドラムダーマトームの
ドラムの少なくとも１つの寸法に一致する。
【０３３７】
　ある実施形態のスカルペットアレイは、ドラムダーマトームとは別々である。
【０３３８】
　ある実施形態の切断部材は、ドラムダーマトームに連結される。
【０３３９】
　ある実施形態の切断部材は、ドラムの内部に位置される。
【０３４０】
　ある実施形態の切断部材は、ドラムの外部に位置される。
【０３４１】
　ある実施形態の粘着性基材は、ドラムに連結される。
【０３４２】
　ある実施形態のドラムは、スカルペットアレイを含むアレイドラムである。
【０３４３】
　ある実施形態のアレイドラムは、取り外し可能である。
【０３４４】
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　ある実施形態のアレイドラムは、使い捨て可能である。
【０３４５】
　ある実施形態の粘着性基材は、アレイドラムの内側に連結される。
【０３４６】
　本明細書において説明される実施形態は、投入プレート上に固定された複数のスカルペ
ットを含むスカルペットアレイを含むシステムを含む。当該スカルペットアレイは、皮膚
表面に適用するために構成される。当該システムは、スカルペットアレイの下にある皮膚
表面上に荷重を適用した結果としてスカルペットアレイを通して押し出される切開された
皮膚プクセルを獲得するように構成される粘着性基材を含む。当該スカルペットアレイは
、粘着性基材から独立している。
【０３４７】
　本明細書において説明される実施形態は、以下：投入プレート上に固定された複数のス
カルペットを含むスカルペットアレイであって、皮膚表面に適用するために構成されるス
カルペットアレイと；スカルペットアレイの下にある皮膚表面上に荷重を適用した結果と
してスカルペットアレイを通して押し出される切開された皮膚プクセルを獲得するように
構成される粘着性基材であって、当該スカルペットアレイが粘着性基材から独立している
、粘着性基材を含むシステムを含む。
【０３４８】
　ある実施形態の粘着性基材は、ダーマトームに連結され、この場合、当該ダーマトーム
は、スカルペットアレイを介して荷重を適用するように構成される。
【０３４９】
　ある実施形態のダーマトームは、切断部材を含み、この場合、当該切断部材は、スカル
ペットアレイを通して押し出される切開された皮膚プラグの底部を横切する。
【０３５０】
　ある実施形態のダーマトームは、ドラムを含むドラムダーマトームである。
【０３５１】
　ある実施形態の粘着性基材は、ドラム上に搭載される。
【０３５２】
　ある実施形態のスカルペットアレイの少なくとも１つの寸法は、ドラムの少なくとも１
つの寸法に比例する。
【０３５３】
　ある実施形態のドラムは、スカルペットアレイを含むアレイドラムである。
【０３５４】
　ある実施形態のアレイドラムは取り外し可能である。
【０３５５】
　ある実施形態のアレイドラムは使い捨て可能である。
【０３５６】
　ある実施形態の粘着性基材は、アレイドラムの内側に連結される。
【０３５７】
　本明細書において説明される実施形態は、スリーブ上に固定された複数のスカルペット
を含むスカルペットアレイを含むシステムを含む。当該スリーブは、ダーマトームの要素
に取り外し可能に連結されてそこに搭載されるように構成される。当該システムは、スリ
ーブに隣接する要素上に位置決めされるように構成される粘着性基材を含み、この場合、
当該粘着性基材は、スカルペットアレイに荷重を適用した結果としてスカルペットアレイ
を通して押し出される切開された皮膚ピクセルを獲得するように構成される。
【０３５８】
　本明細書において説明される実施形態は、以下：スリーブに固定された複数のスカルペ
ットを含むスカルペットアレイであって、当該スリーブが、ダーマトームの要素に取り外
し可能に連結されてそこに搭載されるように構成される、スカルペットアレイと；当該ス
リーブに隣接する要素上に位置決めされるように構成される粘着性基材であって、スカル
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ペットアレイに荷重を適用した結果としてスカルペットアレイを通して押し出される切開
された皮膚ピクセルを獲得するように構成される粘着性基材を含むシステムを含む。
【０３５９】
　ある実施形態の粘着性基材は、スリーブと当該要素との間において当該要素上に位置決
めされるように構成される。
【０３６０】
　ある実施形態のダーマトームは、ドラムダーマトームであり、当該要素はドラムである
。
【０３６１】
　ある実施形態の粘着性基材は、ドラムの外側表面とスリーブとの間に位置決めされ、こ
の場合、ドラムダーマトームは、スカルペットアレイを介して荷重を適用するように構成
される。
【０３６２】
　ある実施形態のダーマトームは、切断部材を含み、この場合、当該切断部材は、スカル
ペットアレイを通して押し出される切開された皮膚プラグを横切する。
【０３６３】
　ある実施形態の切断部材は、ドラムの内部に位置される。
【０３６４】
　ある実施形態の切断部材は、ドラムの外部に位置される。
【０３６５】
　ある実施形態のドラムダーマトームは、パジェットダーマトームである。
【０３６６】
　ある実施形態のドラムは、スカルペットアレイを含むアレイドラムである。
【０３６７】
　ある実施形態のアレイドラムは取り外し可能である。
【０３６８】
　　ある実施形態のアレイドラムは使い捨て可能である。
【０３６９】
　ある実施形態の粘着性基材は、アレイドラムの内側に連結される。
【０３７０】
　ある実施形態のスリーブは使い捨て可能である。
【０３７１】
　本明細書において説明される実施形態は、スリーブ上に固定された複数のスカルペット
を含むスカルペットアレイを含むシステムを含む。当該スリーブは、ダーマトームの要素
に取り外し可能に連結されてそこに搭載されるように構成される。当該システムは、粘着
性基材であって、当該要素上に取り外し可能に連結されてそこに搭載されるように構成さ
れ、皮膚表面にスカルペットアレイを適用することにより生成される皮膚ピクセルを獲得
するように構成される粘着性基材を含む。
【０３７２】
　本明細書において説明される実施形態は、以下：スリーブ上に固定された複数のスカル
ペットを含むスカルペットアレイであって、当該スリーブが、ダーマトームの要素に取り
外し可能に連結されてそこに搭載されるように構成されるスカルペットアレイと；当該要
素上に取り外し可能に連結されてそこに搭載されるように構成され、皮膚表面にスカルペ
ットアレイを適用することにより生成される皮膚ピクセルを獲得するように構成される粘
着性基材を含むシステムを含む。
【０３７３】
　ある実施形態のダーマトームは、ドラムダーマトームであり、当該要素はドラムである
。
【０３７４】
　ある実施形態のドラムダーマトームは、スカルペットアレイの下にある皮膚表面上にス
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カルペットアレイを介して荷重を適用するように構成される。
【０３７５】
　ある実施形態の粘着性基材は、スカルペットアレイの代わりに使用され、並びに荷重を
適用した結果として生じる切開された皮膚プラグを獲得するように構成される。
【０３７６】
　ある実施形態の粘着性基材は、ドラムの外側表面上に位置決めされる。
【０３７７】
　ある実施形態のドラムダーマトームは、切断部材を含み、この場合、当該切断部材は、
切開された皮膚プラグを横切する。
【０３７８】
　ある実施形態の切断部材は、ドラムの内部に位置される。
【０３７９】
　ある実施形態の切断部材は、ドラムの外部に位置される。
【０３８０】
　ある実施形態のドラムダーマトームは、パジェットダーマトームである。
【０３８１】
　ある実施形態のドラムは、スカルペットアレイを含むアレイドラムである。
【０３８２】
　ある実施形態のアレイドラムは取り外し可能である。
【０３８３】
　ある実施形態のアレイドラムは使い捨て可能である。
【０３８４】
　ある実施形態の粘着性基材は、アレイドラムの内側に連結される。
【０３８５】
　ある実施形態のシステムは、皮膚表面に適用するために構成されるテンプレートプレー
トを含む。
【０３８６】
　ある実施形態のテンプレートプレートは、穿孔の第一パターンを含む有孔プレートであ
る。
【０３８７】
　ある実施形態の複数のスカルペットは、スリーブ上の第二パターンを含む。
【０３８８】
　ある実施形態の第二パターンは、第一パターンに一致する。
【０３８９】
　ある実施形態のスリーブは、結果として複数のスカルペットとテンプレートプレートの
穿孔との一致を生じるような方法において、テンプレートプレートの上に適用されるよう
に構成される。
【０３９０】
　ある実施形態のスリーブは使い捨て可能である。
【０３９１】
　文脈上他の意味を必要としない限り、説明全体を通して、「含む（「ｃｏｍｐｒｉｓｅ
」）」及び「含むこと（「ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ」）」などの単語は、排他的又は網羅的
な意味とは対照的に、包括的な意味において、すなわち、「含むが、それらに限定される
わけではない」の意味において解釈される。単数又は複数を用いる言葉は、それぞれ、複
数又は単数も包含する。さらに、「本明細書において」、「以下に」、「上記に」、「下
記に」、及び同様の意味を有する単語は、本願において使用される場合、本願全体を意味
し、本願の特定の部分を意味するものではない。「又は」なる単語が、２つ以上の項目の
リストの参照において使用される場合、その単語は、当該単語の以下の解釈の全てを網羅
する；リストにおける項目のいずれか、リストの項目の全て、及びリストの項目の任意の
組み合わせ。
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【０３９２】
　実施形態の上記の説明は、網羅的であること、又は開示された厳密な形態に当該システ
ム及び方法を限定することを意図するものではない。例示目的のために、医療デバイス及
び方法の具体的な実施形態及び実施例について、本明細書において説明しているが、当業
者が認識するであろうように、当該システム及び方法の範囲内において様々な等価な変更
が可能である。本明細書において提供される医療デバイス及び方法についての教示は、上
記において説明されるシステム及び方法だけではなく、他のシステム及び方法にも適用す
ることができる。
【０３９３】
　上記において説明される様々な実施形態の要素又は行為は、さらなる実施形態を提供す
るために組み合わせることができる。上記の詳細な説明を考慮して、医療デバイス及び方
法に対してこれらの変更又は他の変更を為すことができる。
【０３９４】
　概して、以下のクレームにおいて、使用される用語は、当該医療デバイス及び方法並び
に対応するシステム及び方法を、本明細書及びクレームにおいて開示される具体的な実施
形態に限定すると解釈すべきではなく、クレーム下において作動する全てのシステムを包
含すると解釈すべきである。したがって、当該医療デバイス及び方法並びに対応するシス
テム及び方法は、本開示によって限定されないが、その代わりに、その範囲はクレームに
よって完全に決定される。
【０３９５】
　当該医療デバイス及び方法並びに対応するシステム及び方法のある特定の態様が、ある
特定の請求項形態において下記に提示されているが、本発明者らは、あらゆる請求項形態
において当該医療デバイス及び方法並びに対応するシステム及び方法の様々な態様を想定
する。したがって、本発明者らは、当該医療デバイス及び方法並びに対応するシステム及
び方法の他の態様のための追加の請求項形態を追求するために、本願の出願後にさらなる
クレームを追加する権利を保有する。
【符号の説明】
【０３９６】
　　１００　ロール式ピクセルドラム
　　１０２　アクセル／ハンドルアセンブリ
　　１０３　ブレードハンドル
　　１０４　ドラム回転要素
　　１０６　スカルペットアレイ
　　１０８　ブレード
　　１１０　粘着性膜
　　１１１　裏当て
　　１１２　ピクセルドラム採取器
　　１１５　フィーダー要素
　　２００　ドラムアレイ薬物送達デバイス
　　２０２　ドラム／シリンダー
　　２０４　アクセル／ハンドルアセンブリ
　　２０６　ドラム回転要素
　　２０８　貯蔵所
　　２１０　シリンジプランジャー
　　２１２　針
　　２１４　注入チャンバー
　　２１６　接続チューブ
　　３００　針アレイ薬物送達デバイス
　　３０２　シリンジ
　　３０４　シリンジプランジャー
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　　３０６　使い捨て可能なアダプタ
　　３０８　シール
　　３１０　マニホールド
　　３１２　微細針
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